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1
）

　
デ
カ
ル
ト
は
、
そ
の
初
期
の
遺
稿
『
規
則
論
』
に
お
い
て
、
「
普
遍
数
学
」
の
理
念
お
よ
び
「
想
像
へ
の
投
錨
」
の
方
針
を
提
示
し
た
。

本
論
の
目
的
は
、
そ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
り
い
ま
だ
異
論
の
多
い
こ
れ
ら
二
つ
の
テ
ー
ゼ
の
哲
学
的
基
礎
を
、
彼
の
想
像
と
抽
象
の
考
え
に

焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
そ
の
普
遍
数
学
の
理
念
を
、
「
順
序
と
尺
度
の
一
般
的
学
問
」
と
し
て
提
出
し
た
（
巽
。
。
”
O
よ
）
。
と
こ
ろ
で
、
彼
は
人
間
の

認
識
の
た
め
に
想
像
力
を
適
切
か
つ
有
効
的
に
応
用
す
べ
し
と
も
主
張
し
た
（
菊
●
×
圃
H
菊
●
×
解
く
　
　
℃
）
。
フ
ィ
シ
ャ
ソ
ら
に
な
ら
い
、
そ
の
テ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ゼ
を
「
想
像
へ
の
投
錨
」
（
團
．
§
o
冨
α
q
Φ
9
昌
巴
．
冒
蝉
ひ
q
ぎ
鋤
ぼ
8
）
と
呼
ぼ
う
。
両
テ
ー
ゼ
は
と
も
に
『
規
則
論
』
に
特
有
な
主
張
で
あ
り
、
以

降
の
諸
著
作
の
ス
タ
ン
ス
と
の
間
の
非
連
続
性
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
連
続
性
の
問
題
は
『
規
則
論
』
内
部
に
す

で
に
兇
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
が
理
想
と
し
て
求
め
る
「
順
序
と
尺
度
の
一
般
的
学
問
」
が
、
「
普
遍
的
抽
象
」
で
し
か
得
ら
れ

ず
（
マ
リ
オ
ン
）
、
「
純
粋
悟
性
の
作
品
」
で
し
か
な
い
な
ら
ば
（
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
ト
ル
ー
）
、
そ
れ
ら
テ
ー
ゼ
は
い
か
に
し
て
互
い
に
両
立

し
う
る
の
か
。

　
そ
の
検
討
の
た
め
、
第
一
に
、
『
規
則
論
』
に
お
け
る
想
像
の
理
論
を
分
析
す
る
。
そ
こ
で
は
想
像
す
る
悟
性
へ
の
固
定
の
主
張
が
持
つ

デ
カ
ル
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の
『
規
則
論
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お
け
る
想
像
と
抽
象

五
七



哲
学
研
究
　
第
五
百
八
十
六
号

五
八

哲
学
的
動
機
を
問
題
に
す
る
。
そ
の
テ
ー
ゼ
は
一
般
に
方
法
論
的
観
点
か
ら
提
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
存
在
論
的
観
点
も
含
ま
れ
る
と
考

え
る
。
第
二
に
、
『
規
則
論
』
に
お
け
る
抽
象
の
理
論
を
分
析
す
る
。
そ
こ
で
は
量
一
般
の
抽
象
と
普
遍
的
抽
象
を
区
劉
す
る
マ
リ
オ
ン
の

解
釈
と
は
独
自
に
、
三
種
の
抽
象
を
区
劉
す
る
。
す
な
わ
ち
、
想
像
さ
れ
う
る
か
否
か
に
応
じ
て
、
「
実
在
的
抽
象
」
と
「
黒
煙
的
抽
象
」

を
区
別
し
、
さ
ら
に
デ
カ
ル
ト
に
独
自
な
「
記
号
的
抽
象
」
の
考
え
を
提
出
す
る
。

　
『
規
則
論
』
は
ま
た
、
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
が
常
に
問
題
に
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
多
様
な
解
釈
を
許
し
て
き
た
。
本

論
で
は
、
抽
象
説
と
想
像
の
考
え
に
関
し
て
、
デ
カ
ル
ト
の
思
想
は
、
認
識
論
的
に
も
存
在
論
的
に
も
、
伝
統
的
な
部
分
を
多
く
残
し
つ
つ

も
、
重
要
な
新
し
い
考
え
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
㎎
規
則
論
』
に
お
い
て
存
在
論
・
認
識
論
そ
し
て
方
法
論
、
あ
る
い
は
伝
統
と
近
代

と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
は
、
あ
る
複
雑
な
仕
方
で
互
い
に
入
り
組
ん
で
い
て
、
不
透
明
で
あ
る
。
実
際
、
方
法
と
普
遍
数
学
が
提
示
さ
れ

た
認
識
に
関
す
る
原
理
論
と
、
想
像
へ
の
投
錨
に
基
づ
く
実
践
論
の
間
に
は
、
真
理
観
の
あ
る
緊
張
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
は
、

デ
カ
ル
ト
の
想
像
と
抽
象
に
関
す
る
見
解
の
分
析
に
よ
り
、
そ
の
問
題
を
あ
る
連
続
し
た
も
の
と
し
て
考
察
で
き
る
、
と
い
う
解
釈
を
提
示

す
る
。
最
後
に
、
本
論
の
分
析
か
ら
浮
か
び
上
が
る
限
り
で
、
『
規
則
論
』
に
お
け
る
数
理
哲
学
の
立
場
を
提
越
す
る
。

デ
カ
ル
ト
の
想
像
理
解
の
連
続
性
の
問
題

　
一
・
一
　
『
規
則
論
』
以
降
に
お
け
る
デ
カ
ル
ト
の
想
像
理
解

　
㎎
規
則
論
』
の
検
討
に
入
る
前
に
、
『
規
則
論
臨
以
降
の
デ
カ
ル
ト
の
想
像
理
解
を
『
省
察
』
を
中
心
に
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
、

デ
カ
ル
ト
は
第
二
省
察
で
、
「
想
像
す
る
（
嫡
ミ
薦
§
貸
ミ
）
と
は
、
物
体
的
事
物
の
形
あ
る
い
は
像
を
考
え
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
く
鍔

・。

メB

P
1
H
×
”
・
。
b
。
）
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
身
体
（
物
体
）
と
結
び
つ
く
も
の
は
す
べ
て
懐
疑
の
余
地
が
あ
り
、
誤
判
断
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

　
　
　
（
3
）

を
免
れ
な
い
。
こ
う
し
て
、
「
わ
れ
有
り
、
わ
れ
存
在
す
」
（
習
簑
§
㌧
爵
。
§
。
・
ミ
）
と
い
う
精
神
の
本
性
に
関
す
る
確
実
な
認
識
か
ら
想

像
は
追
放
さ
れ
る
（
≦
同
b
り
羅
H
×
b
b
。
）
。
さ
ら
に
、
想
像
は
物
体
の
本
性
に
関
す
る
認
識
か
ら
も
追
放
さ
れ
る
。
そ
の
哲
学
的
論
証
が
「
蜜



蝋
の
分
析
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
想
像
は
そ
の
有
限
性
か
ら
、
現
実
の
蜜
蝋
が
内
包
す
る
無
限
の
変
化
を
追
求
し
つ
く
せ
ず
、
そ
の
本

性
の
把
握
は
、
　
「
悟
性
」
（
“
ミ
ミ
ミ
ミ
恥
）
あ
る
い
は
「
精
神
の
洞
察
」
（
§
§
討
ミ
愚
ミ
職
。
）
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
る
（
＜
戸
ω
駅
縫
同
意

・。

?
ｈ
）
。
重
要
な
の
は
、
蜜
蝋
の
分
析
に
よ
っ
て
デ
カ
ル
ト
が
、
想
像
力
は
物
体
本
性
の
認
識
に
何
ら
補
助
と
な
ら
ず
、
物
体
の
真
理
は
悟
性

に
よ
っ
て
の
み
把
握
さ
れ
う
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
＜
戸
。
。
ω
h
1
1
H
×
「
昏
⊃
①
）
。

　
第
六
省
察
で
は
、
想
像
は
「
認
識
能
力
に
緊
密
に
現
前
す
る
、
し
た
が
っ
て
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
物
体
に
対
す
る
、
そ
の
能
力
の
適
用
」

と
規
定
さ
れ
る
（
＜
戸
　
譲
h
1
1
H
×
”
零
）
。
デ
カ
ル
ト
は
、
千
角
形
の
例
に
よ
り
、
想
像
と
純
粋
悟
性
の
区
別
規
準
を
「
把
握
」
（
§
ミ
N
欝
－

蕊
）
に
見
る
（
＜
戸
お
h
1
1
同
×
憎
零
h
）
。
想
像
が
把
握
（
吐
く
。
ε
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
、
「
脳
の
内
に
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
し
て
想
像
さ

れ
る
と
こ
ろ
の
、
形
相
す
な
わ
ち
物
体
の
形
象
と
は
、
思
考
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
想
像
の
精
神
の
作
品
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
思
考
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
ら
形
象
自
体
に
向
け
ら
れ
た
も
の
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
想
像
力
は
、
何
か
他
の
も
の
に
依
存
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
把
握
す
る
力
を

持
た
な
い
（
＜
戸
認
1
1
圃
×
層
㎝
。
。
）
。
想
像
は
外
的
に
与
え
ら
れ
た
何
か
に
つ
い
て
の
想
像
で
あ
り
、
そ
れ
が
す
で
に
存
在
し
な
け
れ
ば
、
想
像

力
の
適
用
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
想
像
の
は
た
ら
き
は
存
在
了
解
を
前
提
し
て
お
り
、
ゆ
え
に
存
在
物
の
本
性
の
認
識
に
は
役
に

立
た
な
い
。
第
六
省
察
の
想
像
理
解
は
、
こ
の
洞
察
を
反
映
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
想
像
が
な
く
と
も
、
私
は
今
と
同
じ
私
で
あ
り
う
る

（
奪
ミ
．
）
。
デ
カ
ル
ト
は
『
哲
学
原
理
』
で
も
、
思
惟
や
延
長
と
い
う
実
体
の
本
質
的
な
属
性
の
明
晰
判
明
な
知
を
純
粋
悟
性
に
お
い
て
の

み
認
め
る
（
≦
H
宣
駅
）
。

　
一
・
ニ
　
デ
カ
ル
ト
の
想
像
理
解
を
め
ぐ
る
諸
解
釈

　
こ
の
よ
う
に
、
『
規
則
論
篇
以
降
に
お
け
る
想
像
は
、
真
理
認
識
に
ま
っ
た
く
無
用
な
も
の
と
い
う
位
置
づ
け
を
し
か
与
え
ら
れ
て
い

（
5
）

な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
『
規
則
論
』
で
は
、
想
像
は
認
識
に
お
い
て
あ
る
主
導
的
役
割
を
担
う
。
こ
こ
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
の
想
像
理
解
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

す
る
非
連
続
性
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
一
般
見
解
に
対
し
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
ト
ル
ー
お
よ
び
セ
ッ
パ
ー
ら
は
、
想
像
が
数
学
に
お
い
て
持

デ
カ
ル
ト
の
『
規
則
論
』
に
お
け
る
想
像
と
抽
象
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〇

つ
実
践
的
役
割
に
注
目
し
、
そ
の
連
続
性
を
強
調
す
る
。
ブ
ー
ト
ル
ー
は
、
噸
規
則
論
』
と
『
省
察
』
の
聞
に
あ
る
想
像
の
役
翻
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

矛
盾
は
、
学
説
の
変
化
を
示
す
も
の
で
は
な
く
観
点
の
変
化
に
す
ぎ
な
い
と
論
じ
た
。
ま
た
セ
ッ
パ
ー
は
、
想
像
の
理
論
に
重
要
な
変
更
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

あ
る
と
し
つ
つ
も
、
『
規
則
論
』
で
示
し
た
理
解
は
以
降
の
著
作
に
も
影
響
し
続
け
、
そ
の
理
解
に
際
立
っ
た
非
連
続
性
は
な
い
と
す
る
。

以
下
で
は
、
今
日
に
お
い
て
な
お
重
要
な
哲
学
的
痛
察
を
含
む
、
ブ
ー
ト
ル
ー
の
議
論
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　
ブ
ー
ト
ル
ー
は
デ
カ
ル
ト
に
基
づ
き
、
数
学
的
認
識
お
よ
び
数
学
的
推
論
に
お
け
る
想
像
の
役
割
の
不
可
欠
性
を
主
張
す
る
。
彼
は
、
デ

カ
ル
ト
に
お
い
て
必
ず
し
も
明
示
的
で
な
い
、
独
自
な
解
釈
を
い
く
つ
か
提
示
し
て
い
る
が
、
本
論
で
は
次
の
解
釈
を
問
題
に
し
た
い
。
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ー
ト
ル
ー
は
普
遍
数
学
を
「
純
粋
悟
性
の
作
品
」
あ
る
い
は
「
裸
の
量
の
学
問
」
と
し
て
再
定
義
す
る
。
そ
れ
は
、
通
常
の
量
か
ら
あ
ら
ゆ

る
質
を
は
ぎ
と
っ
た
、
純
粋
か
つ
一
般
的
な
量
に
関
す
る
あ
る
学
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
想
像
力
の
役
割
を
完
結
に
排
除
し
え
な
い
」
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

そ
の
よ
う
な
学
は
「
実
践
的
に
は
実
現
で
き
な
い
理
念
で
あ
る
」
、
ま
た
、
「
順
序
と
は
、
科
学
に
お
い
て
は
人
間
に
帰
属
す
る
」
。
彼
は
数

学
に
お
け
る
公
理
の
選
定
、
と
り
わ
け
記
号
の
使
用
に
、
想
像
の
不
可
欠
な
は
た
ら
き
を
観
察
す
る
。
「
悟
性
の
み
で
方
程
式
を
解
き
う
る

な
ら
、
記
号
は
不
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
悟
性
に
は
そ
れ
は
で
き
な
い
。
想
像
力
の
役
割
を
制
限
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
限
界
を
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
（
1
1
）

は
こ
こ
に
見
る
」
。
こ
う
し
て
彼
は
、
普
遍
数
学
が
人
間
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
数
学
の
実
践
上
、
想
像
力
の
介
入
が
不
可
避
な
ら
ば
、
む

し
ろ
そ
れ
を
有
効
に
役
立
て
る
べ
き
と
デ
カ
ル
ト
が
考
え
て
い
た
と
す
る
。
彼
は
デ
カ
ル
ト
の
普
遍
数
学
の
夢
に
お
い
て
、
想
像
力
が
役
劇

を
持
つ
の
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
と
言
う
。
要
約
す
る
と
、
数
学
に
お
い
て
想
像
力
の
介
入
は
、
そ
の
実
践
的
な
順
序
に
お
い
て
不
罵
欠

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
の
想
像
理
解
を
め
ぐ
る
連
続
性
の
問
題
は
、
す
で
に
『
規
則
論
晦
内
部
に
現
れ
て
い
る
こ
と
に
注
圏
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
普
遍
数
学
が
提
示
さ
れ
る
第
一
巻
と
、
想
像
に
よ
る
実
践
が
展
開
さ
れ
る
第
二
巻
の
聞
に
、
デ
カ
ル
ト
の
真
理
観
に
あ
る
緊
張

が
見
ら
れ
る
。



二
　
『
規
則
論
』
の
二
つ
の
テ
ー
ゼ
ー
普
遍
数
学
の
理
念
と
想
像
へ
の
投
錨

　
デ
カ
ル
ト
は
『
規
則
論
』
の
第
一
巻
（
園
■
H
1
菊
．
）
（
H
H
）
で
は
、
原
理
論
を
展
開
し
、
悟
性
の
み
が
真
理
を
認
識
す
る
力
を
持
ち
、
想
像
力

は
誤
謬
判
断
を
招
く
原
因
と
し
た
。
こ
れ
は
『
省
察
』
で
の
想
像
理
解
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
規
則
湿
で
、
物
体
に
関
わ
る
想
像
力
も
、

真
理
認
識
の
た
め
人
間
的
な
方
法
に
利
用
す
べ
き
と
す
る
。
こ
う
し
て
第
二
巻
（
菊
■
）
（
H
H
圃
I
H
ρ
●
　
）
（
）
（
H
）
で
は
実
践
論
が
展
開
さ
れ
、
　
「
以
降

は
想
像
力
の
助
け
な
し
に
は
何
事
も
考
察
し
な
い
」
（
即
×
H
＜
℃
瞳
ρ
犀
h
）
、
と
ま
で
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
知
る
」
と
は
悟
性
と
想
像

力
の
共
同
作
業
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
想
像
力
は
、
第
一
巻
で
は
真
理
認
識
に
無
用
な
能
力
と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
描
か
れ
る
反
面
、
第
二

巻
で
は
、
認
識
の
た
め
に
不
可
欠
な
能
力
と
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
描
か
れ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
、
方
法
論
的
観
点
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
が
、
そ
の
解
釈
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
真
理
観
の
揺
ら
ぎ
か
ら
「
普
遍
数
学
」
の
哲
学
的
位
置
が
問
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

本
節
で
は
『
規
則
論
』
の
二
つ
の
テ
ー
ゼ
を
分
析
す
る
。
ま
ず
、
第
一
巻
か
ら
分
析
し
よ
う
。

　
二
・
一
　
『
規
則
論
』
第
一
巻
に
お
け
る
想
像
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
、
想
像
［
力
］
（
慧
§
駐
§
§
禽
§
ミ
§
は
、
純
粋
悟
性
（
§
ミ
、
題
ミ
恥
ミ
ミ
恥
）
や
感
覚
（
⑭
§
的
器
）
・
記
憶

（
ミ
鴨
§
o
譜
）
と
並
ぶ
、
事
物
の
認
識
に
関
わ
る
能
力
の
一
つ
で
あ
る
（
ぬ
伊
甲
お
）
。
他
の
あ
ら
ゆ
る
認
識
は
純
粋
悟
性
に
依
存
し
（
ω
0
9

・。

ｳ。

|
い
。
心
）
、
「
悟
性
の
み
が
真
理
を
認
識
す
る
力
を
持
つ
」
（
自
押
。
。
む
）
。
そ
れ
に
対
し
、
下
位
の
認
識
能
力
は
、
悟
性
の
認
識
を
補
助
し
う
る

が
、
し
ば
し
ば
誤
謬
を
招
く
要
因
に
す
ら
な
る
（
ω
O
。
。
）
。
デ
カ
ル
ト
は
真
理
と
確
実
性
を
探
求
す
る
。
『
規
則
論
』
の
目
的
は
、
そ
の
た
め

の
人
間
的
な
「
方
法
」
す
な
わ
ち
「
確
実
で
容
易
な
規
則
」
の
発
明
で
あ
る
（
ω
鐸
N
㎝
聯
装
庶
ω
O
P
b
。
b
。
－
轟
O
ρ
H
）
。
理
想
は
悟
性
の
み
を
用

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
有
限
で
あ
り
、
人
間
認
識
の
大
部
分
は
感
覚
や
想
像
に
由
来
す
る
。
こ
う
し
て
、
そ
れ
ら
資

源
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
能
力
の
特
徴
を
理
解
し
誤
謬
を
未
然
に
防
い
で
悟
性
を
真
理
に
導
く
こ
と
が
、
『
規
則
諭
』
の
課
題

デ
カ
ル
ト
の
『
規
則
論
隠
に
お
け
る
想
像
と
抽
象

六
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六
一
　

と
な
る
。

　
た
だ
し
、
指
導
さ
れ
る
べ
き
悟
性
と
は
禽
鑓
§
ミ
ミ
》
の
方
で
あ
る
。
『
規
則
論
』
で
は
二
種
の
悟
性
が
区
劉
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

《
ミ
ミ
§
計
δ
篭
N
ミ
務
》
こ
と
純
粋
悟
性
と
、
食
薦
§
ミ
§
》
こ
と
「
想
像
の
内
に
描
か
れ
た
形
象
に
助
け
ら
れ
た
悟
性
」
（
農
ρ
・
。
㊦
置
担

H）

ﾅ
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、
他
の
能
力
と
協
働
す
る
広
義
の
精
神
（
§
§
。
・
）
を
厳
密
の
た
め
焼
筆
§
ミ
§
と
呼
び
、
そ
れ
自
身
単
独
で
用

い
ら
れ
る
狭
義
の
精
神
す
な
お
ち
純
粋
悟
性
と
区
別
す
る
。
フ
ィ
シ
ャ
ン
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
暁
悉
ミ
§
い
と
は
、
「
事
物
の
知
識
を
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

す
る
た
め
に
想
像
の
資
源
を
用
い
る
、
精
神
の
物
体
へ
の
は
た
ら
き
」
で
あ
り
、
簡
潔
に
は
、
「
想
像
力
に
補
助
さ
れ
た
悟
性
」
で
あ
る
。

　
想
像
力
と
純
粋
悟
性
の
区
別
は
、
事
物
の
認
識
の
分
類
に
対
応
し
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
は
事
物
あ
る
い
は
事
物
の
認
識
を
、
そ
の
単
純
本

性
に
応
じ
て
、
ω
純
粋
に
悟
性
的
な
も
の
、
②
純
粋
に
物
体
的
な
も
の
、
そ
し
て
③
共
通
的
な
も
の
に
平
編
し
た
（
庫
P
①
－
。
。
）
。
②
は
、
物

体
に
お
い
て
の
み
存
す
る
と
さ
れ
る
形
、
延
長
、
運
動
な
ど
、
㈹
は
、
物
体
的
な
も
の
に
も
精
神
的
な
も
の
に
も
無
差
別
に
適
用
さ
れ
る
、

存
在
、
統
一
、
持
続
、
共
通
概
念
（
嚢
公
理
）
な
ど
を
指
す
（
麟
ρ
。
。
幽
ω
）
。
デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
、
想
像
力
は
懐
性
と
と
も
に
物
体
的
な

も
の
に
関
わ
る
と
き
、
ま
た
そ
の
と
き
の
み
有
用
で
あ
り
う
る
（
念
①
》
漣
ム
§
心
）
。
し
た
が
っ
て
、
想
像
力
を
用
い
う
る
の
は
働
と
③
の

認
識
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
物
体
的
認
識
す
べ
て
に
関
わ
る
点
で
、
想
像
力
の
射
程
は
広
い
。
し
か
し
、
想
像
力
は
あ
く
ま
で
も
認
識
の
補
助
と
し
か

提
示
さ
れ
な
い
。
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
「
す
べ
て
の
知
識
（
蔓
§
ミ
）
は
確
実
か
つ
明
白
な
認
識
」
で
あ
り
（
昏
夢
。
。
①
N
9
、
「
真
理
の

確
実
な
認
識
に
達
す
る
た
め
に
人
間
に
開
か
れ
た
途
は
、
明
白
な
直
観
と
必
然
的
な
演
繹
と
の
ほ
か
に
な
い
」
（
お
9
一
〇
捧
O
h
菊
．
旨
M
ω
0
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

さ
山
腿
）
。
想
像
の
う
ち
に
あ
る
像
を
直
観
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
悟
性
が
そ
れ
を
真
あ
る
い
は
実
在
そ
の
も
の
と
判
断
す
る
と
き
、
誤

謬
に
陥
る
危
険
が
あ
る
（
島
ω
）
。
演
繹
も
記
憶
に
依
存
す
る
た
め
、
判
断
を
誤
る
可
能
性
が
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
厳
密
に
は
、
純
粋
直

観
の
み
が
真
理
の
確
実
な
認
識
を
も
た
ら
し
う
る
。



　
二
・
二
　
普
遍
数
学
の
理
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
V

　
一
巻
で
は
「
普
遍
数
学
扁
（
ミ
ミ
ぎ
ら
。
詠
§
賊
軍
誘
ミ
帖
恥
）
の
理
念
が
登
場
す
る
。
「
普
遍
数
学
と
は
何
か
」
は
あ
ま
り
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
デ
カ
ル
ト
の
「
普
遍
数
学
」
が
精
神
の
ど
の
能
力
に
関
わ
る
の
か
に
問
題
を
限
定
し
た
い
。
そ
れ
は
、
ブ
ー
ト
ル
ー
が
論
じ
た

よ
う
に
純
粋
悟
性
の
学
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
デ
カ
ル
ト
は
そ
の
用
語
を
規
則
H
＜
－
じ
ご
で
の
み
、
二
度
だ
け
提
示
す
る
（
巽
。
。
る
る
刈
P
蒔
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
普
遍
数
学
」
と
は
、
「
い

か
な
る
特
殊
な
質
料
に
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
、
順
序
（
o
§
）
と
尺
度
（
§
§
養
ミ
）
と
に
関
わ
る
こ
と
で
わ
れ
わ
れ
が
探
求
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
す
べ
て
の
こ
と
を
説
明
す
る
、
あ
る
一
般
的
学
問
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
算
術
が
扱
う
数
、
幾
何
学
が
扱
う
図
形
、
そ
し
て
天
文
学
が
扱

う
星
な
ど
、
個
別
の
分
野
が
指
定
す
る
対
象
や
尺
度
に
限
定
さ
れ
な
い
あ
る
普
遍
的
な
学
で
あ
る
。

　
「
い
か
な
る
特
殊
な
質
料
に
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
想
像
力
の
学
問
で
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
想
像
力
は
、
物
体
に
関
わ
る
限
り
で
有
用
な
能
力
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
何
か
具
体
的
な
質
料
（
素
材
）
に
関
わ
る
こ

と
な
し
に
は
決
し
て
は
た
ら
き
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
、
事
物
の
真
理
の
探
求
と
は
、
事
物
に
含
ま
れ
る
「
順
序
と
尺

度
」
、
具
体
的
に
は
、
事
物
の
系
列
や
、
帯
磁
の
比
例
、
命
題
間
の
演
繹
的
連
関
と
い
っ
た
関
係
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
（
即
く
一
＜
H
H
）
。
す
な
わ
ち
順
序
と
尺
度
の
配
置
の
上
に
、
事
物
の
真
偽
が
成
り
立
つ
。
だ
が
、
そ
れ
ら
関
係
の
表
現
と
把
握
は
形

象
な
い
し
記
号
に
依
存
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
真
偽
は
本
来
た
だ
純
粋
悟
性
の
み
に
存
す
る
（
即
く
H
戸
ω
Φ
①
誌
）
。
問
題
は
、
「
純
粋
な
」
順
序

と
尺
度
の
認
識
論
的
身
分
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
物
体
あ
る
い
は
形
相
（
形
象
）
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
で
は
感
覚
や
共

通
感
覚
の
対
象
で
あ
る
形
相
す
な
わ
ち
形
は
除
外
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
質
料
で
あ
ろ
う
か
。
質
料
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
普
遍
的
な

質
料
で
し
か
あ
り
え
な
い
が
、
伝
統
的
に
「
関
係
」
は
そ
れ
で
一
つ
の
独
立
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
な
す
。
問
題
は
、
デ
カ
ル
ト
が
「
関
係
」

　
　
　
（
1
8
）

（
ミ
魯
ミ
器
）
の
身
分
を
『
規
劉
論
』
で
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
そ
う
し
た
普
遍
的
関
係
そ
の
も
の
は
、
物
体
的
で
は
あ
り

え
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
数
学
的
関
係
一
般
は
む
し
ろ
直
観
の
対
象
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
普
遍
数
学
は
想
像
の
対
象
で
は
あ
り
え
な
い
。

デ
カ
ル
ト
の
『
規
則
論
』
に
お
け
る
想
像
と
抽
象

六
三
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六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

こ
う
し
た
意
味
で
、
普
遍
数
学
を
「
改
革
さ
れ
た
代
数
学
」
と
岡
一
視
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
、
普
遍
数
学
の

具
体
的
モ
デ
ル
に
と
ど
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
形
象
に
依
存
す
る
代
数
や
幾
何
学
に
お
け
る
順
序
や
尺
度
は
、
い
か
な
る
特
殊
な
質
料
に
も
関

わ
ら
な
い
純
粋
な
順
序
や
尺
度
と
身
分
が
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
普
遍
数
学
は
、
そ
の
本
来
の
意
味

に
お
い
て
は
、
純
粋
悟
性
の
み
が
関
わ
る
こ
と
を
理
想
と
し
た
学
問
と
考
え
る
。

　
二
・
三
　
『
規
則
論
』
第
二
巻
に
お
け
る
想
像
理
解

　
規
則
懸
に
お
け
る
「
想
像
へ
の
投
錨
」
の
方
針
か
ら
、
第
二
巻
で
は
、
デ
カ
ル
ト
は
想
像
力
を
助
け
と
な
る
限
り
で
存
分
に
利
用
す
る
こ

と
を
提
唱
す
る
。
た
だ
し
、
過
度
な
力
を
そ
れ
に
期
待
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
想
像
力
が
「
存
在
の
何
か
薪
た
な
類
」
（
§
ミ
§
Q
ミ
鳶
黛
ミ

鷺
誌
器
§
誌
）
を
発
見
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
（
お
。
。
し
心
山
q
）
。
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
す
で
に
与
え
ら
れ
た
問
題
（
ミ
ミ
題
§
）
の
中
に
隠

れ
て
い
る
。

　
で
は
、
想
像
を
ど
の
よ
う
に
適
用
す
れ
ぽ
悟
性
に
有
用
と
な
る
の
か
。
そ
れ
は
、
既
得
の
認
識
を
物
体
的
次
元
に
拡
張
す
る
際
で
あ
る
。

デ
カ
ル
ト
は
、
人
間
理
性
の
努
力
の
ほ
と
ん
ど
は
、
純
粋
に
直
観
さ
れ
る
も
の
を
除
け
ば
、
比
較
の
準
備
、
す
な
わ
ち
比
例
や
相
等
と
い
う

関
係
の
探
求
に
あ
る
と
言
う
（
お
P
さ
。
・
。
－
澄
ρ
・
。
O
）
。
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
困
難
は
、
比
例
を
等
式
に
ま
で
還
元
す
る
こ
と
（
潰
ρ
N
？
ま
）
、
つ

ま
り
何
ら
か
の
大
き
さ
の
決
定
に
ま
で
問
題
を
帰
着
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
相
等
関
係
に
帰
属
す
る
の
は
、
量
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
も
の

に
限
ら
れ
る
（
置
ρ
5
。
H
山
①
）
。
想
像
力
が
役
立
つ
の
は
、
壁
一
般
（
ミ
§
§
§
§
穐
ミ
ミ
）
を
形
象
（
魯
ミ
舞
｝
ゴ
惹
α
q
①
）
に
お
い
て
考

察
す
る
と
き
で
あ
る
（
念
P
ミ
ム
β
。
。
）
。
問
題
を
、
そ
れ
が
適
切
か
つ
可
能
な
限
り
で
、
眼
で
支
う
る
図
形
な
ど
に
移
し
て
考
察
し
た
方

が
、
よ
り
容
易
か
つ
判
明
に
な
る
（
濠
ど
令
。
。
）
。
す
な
わ
ち
、
想
像
力
は
問
題
に
単
純
性
と
判
明
性
を
も
た
ら
す
こ
と
に
貢
献
す
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
そ
う
し
た
墾
の
形
象
と
し
て
、
「
延
長
」
ほ
ど
想
像
力
が
最
も
容
易
か
つ
一
般
的
に
把
握
し
う
る
も
の
は
な
い
と
す
る

（
愈
b
。
”
b
。
O
歯
H
）
。
と
い
う
の
も
、
想
像
（
暮
§
§
§
そ
れ
自
体
が
、
「
延
長
を
持
ち
形
で
現
れ
た
真
の
実
在
的
身
体
（
ミ
ミ
§
8
愚
器



蕊
ミ
笥
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
か
ら
で
あ
る
（
念
H
一
回
－
一
N
　
　
　
噂
）
。
問
題
を
延
長
に
移
す
こ
と
で
単
純
性
や
判
明
性
が
得
ら
れ
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

が
身
体
の
根
本
的
属
性
と
し
て
延
長
を
最
も
身
近
に
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

　
想
像
力
の
適
切
な
応
用
の
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
に
帰
属
し
う
る
対
象
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。
想
像
力
は
、
量
の
形
象
を
対
象

と
し
て
持
つ
が
、
そ
れ
は
純
粋
悟
性
の
対
象
と
し
て
の
量
一
般
と
異
な
る
。
デ
カ
ル
ト
は
想
像
力
に
属
す
る
形
象
と
、
純
粋
悟
性
に
属
す
る

「
哲
学
的
存
在
物
」
（
§
§
旨
ミ
§
愚
ミ
ミ
）
と
、
対
象
の
身
分
を
明
確
に
区
別
す
る
（
魔
・
。
b
刈
幽
。
。
）
。
例
え
ば
、
純
粋
悟
性
の
対
象
た
る
数

そ
の
も
の
は
数
え
ら
れ
る
も
の
す
な
わ
ち
数
の
形
象
か
ら
区
別
さ
れ
、
ま
た
延
長
は
延
長
体
と
区
別
さ
れ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
延
長
と
延
長
体
の
区
別
に
関
す
る
論
証
を
根
拠
に
、
純
粋
悟
性
と
筑
慈
ミ
ミ
§
を
厳
密
に
区
別
す
る
。
彼
は
延
長
を
長

さ
・
幅
・
深
さ
を
も
つ
す
べ
て
の
も
の
と
定
義
す
る
（
瞳
昏
。
℃
ミ
山
Φ
）
。
し
か
し
、
「
延
長
」
（
§
妹
§
鴇
。
）
そ
の
も
の
と
「
延
長
体
」
（
§
討
蕊
－

簑
§
）
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
延
長
の
像
は
、
決
し
て
主
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
想
像
の
う
ち
に
形
成
さ
れ
な
い
（
濠
ρ

①
－
。
。
）
。
正
確
に
は
そ
れ
は
、
「
延
長
体
扁
と
呼
ば
れ
る
べ
き
代
物
で
あ
る
。
他
方
で
、
そ
れ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
物
体
的
側
面
を
は
ぎ
と
っ
た
、

哲
学
的
存
在
と
し
て
の
「
延
長
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
物
体
的
で
な
い
ゆ
え
想
像
の
対
象
で
は
な
く
、
延
長
体
と
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

想
像
さ
れ
る
も
の
は
、
主
体
と
不
可
分
な
も
の
に
限
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
主
体
か
ら
独
立
な
一
切
の
客
観
的
対
象
は
、
想
像
の
範
躊

外
で
あ
る
。
そ
う
し
た
哲
学
的
存
在
は
物
体
的
世
界
か
ら
除
外
さ
れ
る
（
鼠
b
。
”
誤
幽
。
。
）
。
そ
の
よ
う
な
存
在
を
認
め
る
判
断
は
、
純
粋
悟
性

の
み
に
よ
る
。
「
想
像
は
〔
純
粋
悟
性
の
〕
判
断
と
は
全
く
異
な
っ
た
仕
方
で
行
わ
れ
る
」
（
濠
ω
”
㎝
よ
）
。
す
な
わ
ち
デ
カ
ル
ト
は
、
純
粋
悟

性
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
抽
象
と
、
想
像
の
う
ち
に
場
所
を
持
つ
抽
象
と
、
抽
象
の
二
つ
の
次
元
を
区
別
し
て
い
る
〔
三
・
一
㈹
参
照
〕
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
延
長
そ
の
も
の
を
認
め
る
純
粋
悟
性
の
判
断
を
誤
っ
た
も
の
と
論
じ
る
が
（
瞳
・
。
る
。
。
－
濠
。
。
”
ω
）
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
、
彼
は
三
つ
の
命
題
を
考
察
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
㈱
「
延
長
は
場
所
を
占
め
る
」
、
㈲
「
物
体
は
延
長
を
も
つ
」
、
④

「
延
長
は
物
体
で
は
な
い
」
（
O
｛
・
　
心
門
ω
…
蒔
蒔
①
）
。
想
像
力
が
関
わ
る
の
は
、
㈹
と
㈲
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
延
長
を
延
長
体
と
置
き

換
え
て
も
問
題
が
な
い
か
、
延
長
の
観
念
が
主
体
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
な
い
命
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
対
し
て
ω
は
純
粋
悟
性
に
の
み
可
能
な

デ
カ
ル
ト
の
『
規
翔
論
』
に
お
け
る
想
像
と
抽
象

六
五
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六
六

判
断
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
主
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
延
長
の
純
粋
観
念
に
関
す
る
命
題
だ
か
ら
で
あ
る
〔
三
二
②
参
照
〕
。
デ
カ

ル
ト
は
、
純
粋
悟
性
は
、
延
長
・
数
・
形
・
線
・
点
な
ど
の
名
辞
な
い
し
概
念
を
互
い
に
識
別
す
る
能
力
を
持
つ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ω

が
、
純
粋
悟
性
の
み
に
可
能
な
判
断
と
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
聖
断
の
際
、
問
お
れ
て
い
る
の
が
、
対
象
の
実
在
性
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
名

目
的
特
徴
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
「
悟
性
は
厳
密
に
た
だ
言
葉
の
意
味
す
る
事
柄
の
み
に
注
意
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
そ
れ

単
独
で
は
言
表
的
な
作
用
で
し
か
な
い
。
す
な
お
ち
、
純
粋
悟
性
は
統
語
論
的
・
論
理
的
思
考
を
司
る
（
湘
．
×
H
＜
）
。
そ
れ
に
対
し
、
想
像

力
は
実
在
的
な
形
象
的
・
図
形
的
思
考
を
司
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
問
題
は
デ
カ
ル
ト
の
立
場
と
絡
み
複
雑
で
あ
る
。
　
方
で
、
デ
カ
ル
ト
は
方
法
論
的
観
点
か
ら
哲
学
的
存
在
の
凝
断
を
控

え
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ヴ
ィ
ク
に
よ
れ
ぽ
、
デ
カ
ル
ト
は
哲
学
的
存
在
の
す
べ
て
を
拒
否
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
が
そ
う

し
た
存
在
の
調
断
を
控
え
る
の
は
、
想
像
へ
の
投
錨
を
方
針
と
し
て
決
定
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
が
誤
判
断
な
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

純
粋
悟
性
の
み
を
用
い
る
の
が
適
切
な
と
き
に
想
像
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
た
め
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
純
粋
悟
性
の
誤
判
断
の
要
因
は
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ミ
ス
テ
イ
ク
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
幾
何
学
者
は
両
者
の
観
念
を
無
差
別
に
採
用
す
る
結
果
、
線
を
幅
の
な
い
も
の
と
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

し
な
が
ら
（
純
粋
悟
性
の
立
場
）
、
同
時
に
線
が
面
を
構
成
す
る
と
考
え
る
（
想
像
の
立
場
）
と
い
う
、
連
続
体
の
迷
宮
に
陥
る
〔
三
・
一
㈲

参
照
〕
。

　
そ
う
し
た
困
難
を
解
消
す
べ
く
、
デ
カ
ル
ト
が
と
る
方
針
は
、
「
今
後
は
想
像
力
の
助
け
に
よ
ら
ず
に
は
何
も
し
な
い
」
（
念
G
。
し
回
山
卜
。
）

と
し
て
、
想
像
す
る
悟
性
の
立
場
の
方
に
徹
底
し
、
延
長
と
延
長
体
あ
る
い
は
数
と
数
え
ら
れ
る
も
の
を
同
一
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
関
係
は
純
粋
に
規
約
的
で
あ
る
。
フ
ィ
シ
ャ
ソ
は
こ
の
方
針
を
「
想
像
へ
の
投
錨
」
、
マ
リ
オ
ン
は
「
延
長
へ
の
還
元
」
と
特
徴
付

（
2
3
V

け
る
。

　
し
か
し
他
方
で
、
「
想
像
力
は
事
物
の
真
な
る
観
念
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
凡
§
鵡
§
ミ
智
ミ
§
§
ミ
ミ
§
誌
帖
焼
魯
喬
§
届
誌
軸
鳶

§
伽
ミ
）
（
愈
9
一
り
）
と
し
て
お
り
、
方
法
論
的
観
点
だ
け
か
ら
先
の
問
題
を
説
明
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
デ
カ
ル
ト
が
延
長
の
変
な
る



観
念
は
物
体
と
不
可
分
と
み
な
す
こ
と
か
ら
、
非
物
体
的
延
長
の
観
念
を
考
え
る
悟
性
の
判
断
を
誤
り
と
す
る
、
存
在
論
的
局
面
も
見
逃
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

な
い
か
ら
で
あ
る
。
フ
ィ
シ
ャ
ン
も
ま
た
、
想
像
へ
の
投
錨
を
方
法
論
的
に
解
釈
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
像
の
生
成
過
程
の
順
序
は
推
移
的

で
あ
り
、
想
像
に
記
さ
れ
た
痕
跡
か
ら
実
在
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
規
則
論
』
で
は
、
可
逆
過
程
を

伴
う
実
在
論
が
支
持
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
フ
ィ
シ
ャ
ン
は
想
像
へ
の
投
錨
を
「
延
長
へ
の
方
法
論
的
還
元
」
と
特
徴
付
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

後
の
『
屈
折
光
学
』
に
お
け
る
知
覚
の
因
果
的
実
在
論
に
基
づ
く
「
延
長
へ
の
形
而
上
学
的
還
元
」
と
区
別
す
る
。
た
し
か
に
、
想
像
へ
の

投
錨
は
方
法
論
的
観
点
を
多
分
に
含
む
。
し
か
し
、
大
き
さ
の
形
象
は
「
形
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
あ
ら
ゆ
る
事
物
か
ら
抽
象
さ
れ

て
い
る
、
物
体
の
実
在
的
延
長
」
で
あ
り
、
「
想
像
そ
れ
自
体
が
、
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
諸
観
念
と
と
も
に
、
延
長
と
形
を
持
つ
真
の
実

在
的
物
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
も
デ
カ
ル
ト
は
述
べ
て
い
た
（
醤
酬
。
。
乞
い
）
。
こ
こ
か
ら
、
想
像
へ
の
投
錨
が
単
純
に
方
法
論
的
に
導
入

さ
れ
た
と
解
釈
す
る
の
は
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
『
規
則
論
』
の
時
点
で
は
、
デ
カ
ル
ト
は
ま
だ
想
像
力
が
物
体
の
真
理
認
識

に
何
ら
か
の
仕
方
で
貢
献
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
想
像
力
が
「
事
物
の
真
の
観
念
」
を
持
ち
う
る
と
す
る
、
『
規
則
論
』
に
特
有
な
デ
カ
ル
ト
の
真
理
観
は
、
あ
る
形
而
上

学
的
問
題
を
も
含
む
。
実
際
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
存
在
論
を
依
然
と
し
て
ひ
き
ず
っ
て
い
る
。
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

論
的
言
説
に
隠
さ
れ
た
デ
カ
ル
ト
の
存
在
論
を
、
マ
リ
オ
ン
は
「
灰
色
の
存
在
論
」
と
表
現
し
た
が
、
次
節
で
は
、
『
規
則
論
』
に
お
け
る

抽
象
説
の
分
析
を
通
じ
、
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
数
学
的
対
象
の
存
在
論
を
考
察
し
よ
う
。

一一

黹
f
カ
ル
ト
の
抽
象
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
デ
カ
ル
ト
は
、
想
像
へ
の
投
錨
に
よ
り
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
や
新
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
主
義
か
ら
乖
離
す
る
。
実
際
、
彼
は
、
数
を
数
え
ら
れ

る
事
物
か
ら
区
別
し
、
「
数
に
驚
く
べ
き
神
秘
的
性
質
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
」
を
批
判
し
て
い
る
（
魔
㎝
る
㎝
ム
＆
誌
）
。
そ
の
批
判
の
根
底
に
、

主
体
の
存
在
論
的
優
位
に
基
づ
く
、
数
学
的
対
象
の
噴
抽
象
説
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
生
得
観
念
説
」
や
「
永
遠
真
理
創
造
説
」
に
基
づ

デ
カ
ル
ト
の
『
規
則
論
』
に
お
け
る
想
像
と
抽
象

六
七
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六
八

く
『
規
則
論
隔
以
降
の
立
場
と
明
ら
か
に
対
立
す
る
。
そ
の
理
論
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
よ
う
。

　
三
・
一
　
『
規
則
論
隔
に
お
け
る
デ
カ
ル
ト
の
抽
象
説

　
ω
　
抽
象
的
存
在
（
§
§
暮
無
ミ
§
）
は
、
「
想
像
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
主
体
か
ら
離
れ
た
も
の
と
し
て
は
決
し
て
形
成
さ
れ
な
い
」

（
濠
ω
、
。
。
山
O
）
。
線
や
点
が
表
象
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
ら
は
必
ず
何
か
主
体
を
伴
う
。
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
ま
ず
あ
る
「
延
長
的
主
体
」
、

す
な
わ
ち
長
さ
・
幅
・
深
さ
を
持
っ
た
物
体
が
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、
そ
の
三
次
元
の
主
体
か
ら
、
幅
と
深
さ
を
抽
象
す
れ
ば
線
の
観
念
が
、

そ
れ
が
存
在
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
除
き
飽
の
あ
ら
ゆ
る
諸
属
性
を
捨
象
す
れ
ぽ
点
が
得
ら
れ
る
（
魔
9
0
山
O
）
。

　
㈲
　
抽
象
的
存
在
を
哲
学
的
存
在
と
し
て
主
体
か
ら
分
離
で
き
る
の
は
、
純
粋
悟
性
の
み
で
あ
る
（
竃
♪
・
。
ω
）
。
『
規
則
論
』
で
は
、
数
学

の
要
素
と
し
て
、
基
体
か
ら
抽
象
さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
物
体
は
数
学
の
抽
象
観
念
に
生
成
の
順
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

に
お
い
て
優
先
す
る
。
彼
は
、
こ
の
生
成
の
順
序
を
、
蜜
蝋
に
記
さ
れ
る
印
章
の
形
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
で
例
示
し
た
、
感
覚
と
想
像
に
関

す
る
認
識
の
順
序
と
混
岡
す
る
〔
三
二
二
お
よ
び
三
・
鰯
参
照
〕
。

　
③
　
悟
性
と
想
像
の
結
び
つ
き
を
考
え
れ
ば
、
想
像
に
助
け
ら
れ
た
抽
象
と
、
純
粋
悟
性
し
か
用
い
な
い
抽
象
が
区
別
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な

い
（
鐘
㎝
し
ト
。
幽
蒔
）
。
事
物
の
真
の
観
念
を
形
成
し
う
る
の
は
、
前
者
と
す
る
こ
と
か
ら
（
ぬ
9
お
）
、
本
論
で
は
前
者
を
「
実
在
的
抽
象
」
、

後
者
を
「
名
目
的
抽
象
」
と
呼
ぶ
〔
二
・
三
参
照
〕
。

　
ω
　
デ
カ
ル
ト
は
、
想
像
へ
の
投
錨
に
よ
っ
て
い
か
な
る
新
た
な
存
在
も
受
け
取
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
用
い
う
る
抽
象
は
、
実
在
的
抽

象
に
限
ら
れ
る
。
感
覚
や
想
像
に
単
純
か
つ
容
易
に
捉
え
ら
れ
る
図
形
や
延
長
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
で
誤
謬
は
避
け
ら
れ
る
（
念
ρ
。
。
－

お
）
。
そ
の
た
め
に
デ
カ
ル
ト
は
、
形
の
本
性
以
外
の
す
べ
て
を
捨
象
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
（
命
。
。
－
に
幽
O
）
。
こ
の
よ
う
な
、
「
延
長
へ
の

還
元
」
に
基
づ
き
、
存
在
の
新
た
な
類
を
認
め
な
い
彼
の
立
場
は
、
あ
る
種
の
唯
名
論
に
接
近
し
よ
う
（
お
。
。
し
㎝
）
。

　
㈲
　
抽
象
と
は
、
よ
り
厳
密
に
は
、
主
体
か
ら
の
質
料
の
分
離
で
あ
る
。
質
料
の
抽
象
に
よ
っ
て
大
き
さ
一
般
を
得
る
。
彼
は
項
を
質
料



と
掃
い
換
え
て
お
り
（
お
ρ
旨
山
ω
）
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
す
な
わ
ち
問
題
か
ら
困
難
な
諸
項
を
捨
象
す
れ
ば
、
大
き
さ
一
般
し
か
残
さ
れ
な
い

と
し
た
（
僻
心
O
　
　
b
o
H
I
卜
⊃
『
　
　
　
㌧
）
。
こ
の
量
一
般
の
抽
象
を
、
マ
リ
オ
ン
は
第
一
階
の
抽
象
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
第
二
階
の
抽
象
を
、
「
順
序
と
尺
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

の
普
遍
的
抽
象
と
し
て
区
別
す
る
。
彼
は
後
者
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
は
不
可
能
だ
っ
た
真
の
普
遍
数
学
を
可
能
に
す
る
条
件
と
し
て
特

面
罵
す
る
。
し
か
し
、
普
遍
数
学
の
要
素
は
普
遍
的
抽
象
に
よ
っ
て
は
得
ら
れ
な
い
。
普
遍
的
抽
象
は
、
人
間
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
想
像

へ
の
投
錨
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
㈲
　
想
像
に
助
け
ら
れ
た
抽
象
に
由
来
す
る
数
学
的
対
象
は
、
「
真
な
る
物
体
」
（
器
ミ
§
8
愚
器
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
純
粋
悟
性
の
み

に
由
来
す
る
対
象
は
、
「
物
体
の
様
態
」
（
8
愚
。
誌
§
。
§
§
）
で
し
か
な
い
（
濠
①
』
㎝
山
①
）
。
デ
カ
ル
ト
は
こ
れ
ら
を
混
同
し
て
用
い
る
計

算
家
や
幾
何
学
者
を
批
判
す
る
（
魔
ρ
桜
山
O
）
。
た
と
え
ば
、
線
が
面
を
構
成
す
る
と
判
断
す
る
際
、
そ
の
線
は
真
な
る
物
体
で
あ
る
。
対

し
て
、
線
が
幅
を
持
た
な
い
と
判
断
す
る
際
、
そ
の
線
は
物
体
の
様
態
で
し
か
な
い
。
こ
こ
に
、
点
か
ら
線
を
い
か
に
合
成
す
る
の
か
と
い

う
あ
の
困
難
が
現
れ
て
い
る
。
連
続
体
の
迷
宮
は
、
デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
点
は
線
を
構
成
す
る
と
い
う
想
像
と
、
点
は
延
長
を
持
た
な

い
と
す
る
純
粋
悟
性
の
不
適
切
な
使
用
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
こ
の
形
而
上
学
的
か
つ
数
学
的

な
困
難
に
深
入
り
せ
ず
、
数
学
的
対
象
を
想
像
可
能
な
も
の
の
領
域
に
限
定
す
る
（
駐
①
る
↓
ム
ミ
レ
H
）
。
お
そ
ら
く
、
連
続
体
の
問
題
は
、

デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
実
体
と
様
態
の
混
同
に
起
因
す
る
擬
似
問
題
に
す
ぎ
な
い
。

　
ω
　
デ
カ
ル
ト
の
抽
象
と
想
像
の
議
論
は
、
空
聞
的
諸
次
元
は
種
の
区
別
を
伴
わ
な
い
と
い
う
存
在
論
的
無
差
別
の
主
張
と
決
定
的
に
結

び
つ
く
（
ぬ
メ
㎝
人
心
P
b
。
㎝
）
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
「
存
在
の
類
」
を
拒
否
す
る
根
拠
の
一
端
は
、
連
比
の
発
見
に
基
づ
く
デ
カ
ル
ト
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

学
的
洞
察
に
観
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
小
林
は
、
こ
こ
に
普
遍
数
学
を
準
備
す
る
新
し
い
存
在
論
の
可
能
性
を
見
る
。
本
論
は
、
哲
学
的

考
察
の
部
分
に
着
目
し
た
い
。
デ
カ
ル
ト
は
、
長
さ
・
幅
・
深
さ
の
三
種
は
、
悟
性
に
よ
っ
て
物
体
か
ら
抽
象
さ
れ
た
も
の
で
、
「
互
い
に

名
前
に
よ
っ
て
異
な
る
に
す
ぎ
ず
」
、
あ
る
物
体
の
一
つ
の
延
長
的
次
元
を
長
さ
と
呼
ぶ
か
幅
と
呼
ぶ
か
は
恣
意
的
な
問
題
と
す
る
（
麿
P
駆

も
）
。
す
な
わ
ち
、
物
体
の
諸
次
元
は
、
名
目
的
抽
象
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
概
念
的
区
別
に
す
ぎ
な
い
。
他
方
で
、
帖
悉
お
ミ
ミ
に
お

デ
カ
ル
ト
の
『
規
則
論
』
に
お
け
る
想
像
と
抽
象

六
九
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い
て
は
、
そ
れ
ら
は
一
次
元
的
に
無
差
別
な
実
在
的
延
長
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
存
在
論
的

区
別
を
「
認
識
論
的
に
解
体
」
す
る
。
こ
う
し
て
、
物
体
の
長
さ
・
幅
・
深
さ
・
重
さ
お
よ
び
速
さ
・
時
間
は
、
次
元
と
し
て
考
え
ら
れ
る

限
り
、
数
学
的
に
は
す
べ
て
等
し
い
身
分
を
持
つ
（
濠
。
。
仏
㎝
山
O
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
⑧
　
デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
抽
象
化
は
一
般
化
を
伴
う
。
ま
た
、
抽
象
化
は
確
実
性
を
含
意
す
る
が
、
必
ず
し
も
単
純
化
を
伴
わ
な
い
。
た

と
え
ば
、
「
限
界
」
の
観
念
は
、
形
か
ら
抽
象
さ
れ
る
の
で
、
形
よ
り
｝
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
他
の
事
物
か
ら
も
抽
象
さ
れ
う

る
の
で
、
岡
時
に
何
か
複
合
的
な
も
の
で
あ
る
（
母
。
。
し
ム
H
P
q
）
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
理
解
と
対
照
を
な
す
〔
三
・

四
参
照
〕
。

　
⑨
　
問
題
は
、
実
在
的
抽
象
を
ど
こ
ま
で
推
し
進
め
る
か
で
あ
る
。
規
則
W
の
終
わ
り
で
、
彼
は
、
図
形
そ
の
も
の
か
ら
命
題
を
抽
象
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

べ
き
と
し
、
幾
何
学
的
対
象
と
し
て
面
と
直
線
の
み
を
残
す
（
臨
b
。
し
堅
強
）
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
か
ら
真
の
延
長
的
主
体
を
想
像
す
る
こ

と
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
像
を
構
成
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
ホ
“
。
℃
峯
幽
じ
。
そ
し
て
、
「
こ
れ
ら
岡
じ
図
形
［
面
や
直
線
］
に
よ
っ
て
、
あ
る

い
は
連
続
量
を
、
あ
る
い
は
多
数
参
す
な
わ
ち
数
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
関
係
（
ぎ
ミ
、
器
）
の
差
異
を
説
明
す
る
の
に
、

人
間
の
力
で
は
よ
り
単
純
な
も
の
は
何
も
見
出
せ
な
い
」
（
ま
N
b
。
㍗
b
。
①
）
と
す
る
。

　
⑩
　
と
こ
ろ
で
、
順
序
と
尺
度
が
数
と
連
続
鐙
よ
り
単
純
な
ら
ぼ
、
普
遍
数
学
は
人
間
に
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
デ
カ
ル
ト
に
お

い
て
単
純
化
の
順
序
が
抽
象
化
の
順
序
に
　
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
順
序
と
尺
度
が
「
関
係
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

代
数
で
は
、
等
・
不
等
、
よ
り
大
・
よ
り
小
な
ど
の
算
術
的
関
係
が
あ
る
。
数
あ
る
い
は
数
字
に
そ
れ
ら
を
代
表
す
る
記
号
を
置
換
す
る
こ

と
で
、
よ
り
明
断
に
結
合
関
係
を
理
解
で
き
る
（
ホ
9
・
。
も
・
－
＆
◎
H
O
）
。
す
な
わ
ち
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
代
数
化
と
は
、
興
体
的
諸
事
を
抽
象

す
る
こ
と
で
関
係
そ
の
も
の
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
算
術
的
関
係
を
、
そ
の
一
般
性
を
損
わ
ず
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

よ
り
簡
潔
な
表
現
に
よ
っ
て
表
象
す
る
た
め
の
「
関
係
を
旛
示
す
る
学
な
い
し
術
」
が
、
代
数
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
関
係

の
探
求
に
、
デ
カ
ル
ト
の
普
遍
数
学
の
可
能
性
の
追
求
は
継
続
し
て
い
よ
う
。



　
⑬
　
そ
の
抽
象
説
は
、
代
数
だ
け
で
な
く
、
幾
何
学
の
記
号
化
を
支
え
る
哲
学
的
基
礎
で
も
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、
ヴ
ィ
エ
ト
が
デ
ィ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

フ
ァ
ン
ト
ゥ
ス
算
術
を
記
号
化
し
た
の
と
類
似
の
仕
方
で
、
幾
何
学
を
も
記
号
的
研
究
へ
と
変
革
し
た
。
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
幾
何
学
的

対
象
は
図
形
と
い
う
よ
り
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
あ
る
。
あ
る
記
号
と
そ
れ
に
よ
っ
て
思
惟
さ
れ
る
対
象
は
、
厳
密
に
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
異
に
す

る
が
、
数
学
的
探
求
の
都
合
上
一
致
す
る
も
の
と
考
え
る
（
想
像
へ
の
投
錨
）
。
す
な
わ
ち
、
想
像
力
に
よ
る
記
号
的
表
象
と
、
純
粋
悟
性

の
抽
象
に
よ
る
哲
学
的
存
在
の
関
係
は
、
純
粋
に
規
約
的
で
あ
る
。
図
形
か
ら
直
接
直
観
を
得
よ
う
と
す
る
古
代
の
抽
象
の
考
え
と
区
別
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

れ
る
、
こ
の
記
号
媒
介
的
な
抽
象
の
考
え
を
、
本
論
で
は
「
記
号
的
抽
象
」
と
呼
ぼ
う
。

　
⑰
　
最
後
に
、
抽
象
は
数
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
デ
カ
ル
ト
の
学
知
の
理
論
面
体
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
。
デ
カ
ル
ト
は
分
析
の
要

素
と
し
て
抽
象
・
単
純
化
・
枚
挙
を
見
て
い
た
（
殉
．
×
圃
H
H
』
ω
ρ
？
H
O
）
。
抽
象
は
、
そ
の
分
離
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
問
題
の
諸
困
難
を

削
減
す
る
は
た
ら
き
を
す
る
（
蒔
ω
H
し
？
b
。
刈
）
。

　
三
・
ニ
　
デ
カ
ル
ト
の
抽
象
説
と
二
つ
の
テ
ー
ゼ

　
こ
こ
で
、
デ
カ
ル
ト
の
抽
象
説
と
一
　
つ
の
テ
ー
ゼ
の
関
係
を
整
理
し
た
い
。
以
上
の
分
析
が
正
し
け
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の
普
遍
数
学
の
理

念
は
、
名
目
的
か
つ
普
遍
的
な
抽
象
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
想
像
へ
の
投
錨
か
ら
許
さ
れ
る
抽
象
は
実
在
的
抽
象
に
制
限

さ
れ
る
た
め
、
純
粋
な
順
序
と
尺
度
は
抽
象
さ
れ
な
い
。

　
だ
が
、
デ
カ
ル
ト
に
独
自
な
記
号
的
抽
象
の
考
え
に
、
普
遍
数
学
の
実
践
的
追
求
を
観
察
で
き
る
。
想
像
へ
の
投
錨
の
積
極
的
意
義
は
こ

こ
に
あ
る
。
彼
は
、
規
則
W
で
、
想
像
を
役
立
て
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
形
象
を
利
用
す
れ
ば
よ
い
か
を
明
ら
か
に
し
、
規
則
W
で
記
号
的

思
惟
の
幾
何
学
的
・
代
数
的
有
用
性
を
論
じ
る
。
そ
こ
に
は
、
想
像
な
い
し
記
憶
の
負
担
を
軽
減
す
る
意
図
が
あ
る
。
規
則
湿
か
ら
規
則
那

で
ば
、
方
法
に
則
り
個
々
の
問
題
（
1
1
主
体
）
に
含
ま
れ
る
項
（
1
1
質
料
）
を
捨
象
し
、
抽
象
化
・
単
純
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
そ
の

も
の
に
焦
点
を
当
て
て
認
識
す
る
仕
方
が
論
じ
ら
れ
た
（
＆
P
お
山
㎝
）
。
こ
う
し
て
規
則
麗
で
、
そ
う
し
た
関
係
の
「
直
観
」
（
§
ミ
接
器
）

デ
カ
ル
ト
の
『
規
則
論
』
に
お
け
る
想
像
と
抽
象

七
一
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二

が
可
能
と
な
る
。
そ
の
応
用
と
し
て
、
規
則
M
か
ら
灘
ま
で
、
未
知
量
を
含
む
連
比
を
あ
る
等
式
へ
と
還
元
す
る
問
題
が
扱
わ
れ
た
。
こ
れ

ら
第
二
巻
の
諸
規
則
に
は
、
想
像
力
の
形
象
的
は
た
ら
き
を
可
能
な
限
り
有
効
的
に
発
揮
し
、
そ
の
記
号
的
表
象
を
介
し
て
抽
象
的
構
造
を

直
観
す
る
と
い
う
、
代
数
幾
何
学
の
近
代
的
精
神
の
哲
学
的
基
礎
を
な
す
、
新
し
い
記
号
的
抽
象
の
考
え
が
あ
る
。
こ
こ
に
両
テ
ー
ゼ
の
連

続
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
記
号
的
役
割
に
よ
っ
て
数
学
的
関
係
の
認
識
に
墨
壷
的
に
貢
献
す
る
想
像
と
い
う
考
え
は
、
噸
方
法
序
説
』
と
魍
幾
何
学
』
に
結
実
す
る

（
＜
押
H
O
山
O
…
＜
H
る
認
み
）
。
し
た
が
っ
て
、
想
像
は
、
少
な
く
と
も
数
学
的
実
践
に
お
い
て
あ
る
連
続
的
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
連
続
性

の
過
度
な
強
調
は
問
題
も
あ
る
。
そ
の
想
像
理
解
に
は
、
噸
省
察
隔
で
否
定
さ
れ
る
哲
学
的
前
提
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
数
学
的

対
象
の
存
在
論
の
基
礎
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
繍
（
回
蕊
O
山
σ
H
O
）
に
由
来
す
る
、
実
体
と
属
性
に
関
す
る
古
典
的
理

論
が
あ
る
（
A
澄
願
）
。
以
下
で
は
そ
の
論
点
を
補
う
た
め
、
両
者
の
比
較
検
討
を
試
み
る
。

　
三
・
三
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
パ
ン
タ
シ
ア
ー
と
デ
カ
ル
ト
の
想
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
『
魂
に
つ
い
て
蜘
に
お
い
て
、
「
パ
ソ
タ
シ
ア
i
」
（
喜
§
ミ
。
。
§
す
な
わ
ち
表
象
の
は
た
ら
き
を
「
現
実
活
動
態

に
あ
る
感
覚
に
よ
っ
て
生
起
し
た
動
で
あ
る
扁
（
お
O
匙
）
と
定
義
し
た
。
そ
の
理
解
に
は
、
デ
カ
ル
ト
と
類
似
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。

第
　
に
、
表
象
の
は
た
ら
き
は
物
体
に
依
存
す
る
点
で
、
デ
カ
ル
ト
の
想
像
と
共
通
す
る
（
昏
O
G
◎
餌
O
l
H
O
）
。
第
二
に
、
純
粋
に
知
性
的
な
、

し
た
が
っ
て
物
体
か
ら
離
存
し
た
も
の
と
し
て
の
幾
何
学
的
対
象
は
、
表
象
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
た
、
し
た
が
っ
て
物
体
を
伴
っ
た
も
の
と

し
て
の
幾
何
学
的
対
象
と
縷
言
さ
れ
る
。
た
と
え
ぽ
、
真
っ
直
ぐ
な
も
の
の
真
っ
直
ぐ
さ
の
そ
れ
と
し
て
の
直
線
と
、
図
形
と
し
て
の
直
線

で
あ
る
（
き
ω
餌
刈
∴
9
。
こ
れ
は
デ
カ
ル
ト
の
、
哲
学
的
存
在
と
形
象
の
区
別
に
似
て
い
る
。
第
三
に
、
感
覚
そ
の
も
の
は
真
で
あ
り

（腿

m
Q
c
一
り
一
↓
一
一
㊤
）
、
表
象
の
は
た
ら
き
は
誤
謬
の
原
困
と
な
り
う
る
が
、
真
偽
の
覇
断
は
別
と
し
て
い
る
（
臨
謡
H
マ
合
。
。
蝕
①
）
。
第
四
に
、
パ

ン
タ
シ
ア
ー
に
は
記
憶
も
含
ま
れ
る
が
、
デ
カ
ル
ト
も
「
想
像
力
を
記
憶
と
呼
ん
で
も
同
じ
」
と
す
る
（
》
8
×
”
出
心
－
鍾
）
。
第
五
に
、
ア



リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
思
惟
」
に
は
表
象
と
判
断
の
二
つ
の
は
た
ら
き
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
は
デ
カ
ル
ト
の
凡
寒
ミ
ミ
§
に
類
似
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

（心

m⊃

?
σ
b
o
㎝
一
Q
◎
O
）
。
第
六
に
、
デ
カ
ル
ト
が
用
い
た
印
章
の
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
由
来
す
る
（
畠
心
鉱
①
幽
㎝
）
、
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
だ
が
、
マ
リ
オ
ン
に
し
た
が
え
ば
、
両
者
の
想
像
理
解
に
は
重
要
な
差
異
も
あ
る
。
ω
共
通
感
覚
は
、
デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
は
感
覚
と
想

像
を
媒
介
す
る
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
伝
達
器
官
で
は
な
く
感
性
の
総
合
と
し
て
は
た
ら
く
。
㈹
デ
カ
ル
ト
は
形
相

質
料
論
に
お
け
る
形
相
（
鴨
ミ
8
）
を
、
形
Q
ミ
ミ
黛
1
1
壷
ミ
）
に
還
元
し
、
共
通
感
覚
の
う
ち
に
も
形
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
感
覚
的
形

相
と
想
像
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
観
念
の
間
の
区
劉
を
な
く
す
。
し
か
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
は
、
形
相
は
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
形
に
還

元
さ
れ
な
い
。
形
が
認
識
に
出
現
す
る
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
。
㈹
デ
カ
ル
ト
は
、
想
像
を
「
身
体
の
真
の
部
分
」
と
言
う
が
、
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
は
パ
ン
タ
シ
ア
ー
を
魂
の
部
分
と
し
て
し
か
語
ら
な
い
。
パ
ン
タ
シ
ア
ー
は
「
動
」
す
な
わ
ち
「
運
動
変
化
」
と
し
て
あ
る

（腿

垂
p
Q
一
）
一
〇
一
一
Q
O
）
。
運
動
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
は
実
体
の
学
た
る
自
然
学
に
属
し
、
決
し
て
数
学
に
還
元
さ
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
、
パ
ン
タ

シ
ア
ー
は
、
デ
カ
ル
ト
が
想
像
に
想
定
す
る
よ
う
な
機
械
論
的
な
物
体
と
は
み
な
せ
な
い
。
マ
リ
オ
ン
に
よ
れ
ば
、
形
相
を
物
体
の
形
に
お

い
て
捉
え
、
想
像
の
身
体
化
薩
空
間
化
に
よ
り
、
質
料
形
相
論
を
改
変
し
、
機
械
論
的
な
数
学
的
自
然
学
を
構
築
す
る
経
緯
は
、
『
規
則
論
』

に
す
で
に
芽
生
え
て
い
る
。

こ
の
マ
リ
オ
ン
の
分
析
に
加
え
う
る
こ
と
と
し
て
、
本
論
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
抽
象
説
と
の
比
較
に
お
い
て
、
デ
カ
ル
ト
の
想
像

が
抽
象
に
お
い
て
果
た
す
独
自
の
役
割
に
注
圏
し
た
い
。

　
三
・
四
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
抽
象
説
と
デ
カ
ル
ト
の
抽
象
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
抽
象
」
（
§
ぎ
帖
轟
霧
）
の
考
え
は
難
解
だ
が
、
ご
く
簡
単
に
は
次
の
よ
う
に
素
描
さ
れ
よ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

に
お
い
て
数
学
的
対
象
は
、
感
覚
的
事
物
の
内
に
潜
在
的
に
あ
る
が
決
し
て
感
覚
さ
れ
な
い
、
「
思
惟
的
質
料
」
（
電
慰
ミ
ミ
＄
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

ギ
リ
シ
ャ
数
学
で
は
、
幾
何
学
的
対
象
と
算
術
的
数
の
2
種
の
抽
象
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幾
何
学
者
は
、
そ
れ
ら
の
存
在
を
措

デ
カ
ル
ト
の
『
規
期
払
謹
に
お
け
る
想
像
と
抽
象

七
三
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七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

定
し
数
学
で
は
主
体
的
な
身
分
に
お
い
て
用
い
る
が
、
そ
の
存
在
は
形
而
上
学
的
に
は
あ
く
ま
で
も
主
体
た
る
感
覚
的
事
物
に
依
存
す
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
想
像
に
依
存
し
主
体
と
不
客
分
な
抽
象
す
な
わ
ち
「
分
離
」
し
か
認
め
な
い
（
お
ω
ぴ
H
。
。
山
9
膳
ω
一
菖
ω
山
O
）
。
数
学
的

対
象
は
、
論
理
的
・
概
念
的
に
は
感
覚
的
事
物
に
先
立
つ
が
、
存
在
論
的
・
認
識
論
的
に
は
感
覚
的
事
物
の
後
に
来
る
と
さ
れ
、
そ
の
存
在

の
基
礎
は
物
理
的
実
在
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
数
学
は
実
体
の
学
た
る
自
然
学
や
神
学
に
従
属
す
る
。

　
両
者
の
根
本
的
な
違
い
は
、
第
｝
に
、
「
普
遍
」
に
関
す
る
理
解
に
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
質
料
の
抽
象
に
よ
っ
て
し
か
異
な
ら

な
い
限
り
で
数
学
の
他
の
学
問
へ
の
応
用
を
認
め
る
が
、
厳
密
な
意
味
で
「
普
遍
的
」
な
属
性
を
持
つ
こ
と
を
数
学
的
対
象
に
認
め
な
い
。

互
い
に
還
元
不
町
能
な
量
の
根
本
的
二
類
を
前
提
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
抽
象
の
は
た
ら
き
は
諸
次
元
の
存
在
論
的
区
別
を
常
に
伴
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

こ
こ
に
は
、
類
に
無
差
翔
に
適
用
可
能
と
さ
れ
る
デ
カ
ル
ト
的
な
普
遍
数
学
の
理
念
は
あ
り
え
な
い
。

　
第
二
に
、
三
・
一
㈹
で
見
た
デ
カ
ル
ト
の
立
場
に
対
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
抽
象
は
普
遍
性
と
対
応
ぜ
ず
、
む
し
ろ
単
純
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

結
び
つ
く
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
単
純
化
を
厳
密
化
と
同
義
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
抽
象
に
よ
っ
て
確
実
な
普
遍
性
が
得
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
他
方
で
、
学
的
確
実
性
の
条
件
と
し
て
抽
象
を
認
め
る
点
で
、
両
者
の
考
え
は
一
致
す
る
。
だ
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

基
体
の
放
棄
と
引
き
換
え
に
確
実
性
を
得
た
数
学
は
、
代
償
と
し
て
存
在
論
的
性
格
を
失
う
。
彼
に
お
い
て
、
数
学
は
そ
の
存
在
を
形
而
上

学
な
ど
に
負
う
非
自
律
的
学
問
で
あ
る
。
彼
は
、
抽
象
的
普
遍
者
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
存
在
を
存
在
と
し
て
探
求
す
る
第
一
哲
学
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

象
た
る
実
体
に
こ
そ
真
の
普
遍
性
を
見
る
。
つ
ま
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
学
的
基
礎
を
数
学
的
確
実
性
よ
り
も
形
而
上
学
的
実
在
性
に
置

く
。　

第
三
に
、
デ
カ
ル
ト
で
は
、
記
号
的
抽
象
に
よ
り
数
学
的
関
係
を
直
観
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
想
像
が
不
届
欠
な
役
割
を
持
つ
。
こ
の
考

え
は
、
純
粋
悟
性
の
名
目
的
抽
象
や
、
主
体
と
不
可
分
な
抽
象
し
か
認
め
ず
表
象
の
は
た
ら
き
に
依
存
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
実
在
的

抽
象
と
も
区
甥
さ
れ
よ
う
。



結

訟tima

　
最
後
に
、
本
論
か
ら
帰
結
し
う
る
、
デ
カ
ル
ト
の
『
規
則
論
』
に
お
け
る
数
理
哲
学
の
立
場
を
整
理
し
よ
う
。
ω
デ
カ
ル
ト
は
純
粋
悟
性

の
み
が
真
理
を
認
識
す
る
と
規
定
す
る
一
方
、
想
像
力
が
事
物
の
真
の
観
念
を
持
つ
と
し
て
そ
れ
に
認
識
上
の
本
質
的
役
割
を
与
え
る
。
想

像
へ
の
投
錨
は
方
法
論
的
観
点
だ
け
で
な
く
、
存
在
論
的
観
点
も
含
む
。
②
彼
は
「
数
学
的
対
象
の
抽
象
説
」
を
と
る
。
そ
の
説
は
、
普
遍

的
抽
象
を
原
理
的
に
認
め
る
が
、
想
像
へ
の
投
錨
に
よ
っ
て
実
在
的
抽
象
に
制
限
さ
れ
る
。
㈹
し
か
し
想
像
へ
の
投
錨
の
積
極
的
意
図
は
、

形
象
的
思
惟
を
通
じ
て
数
学
的
関
係
を
直
観
す
る
こ
と
に
あ
る
。
古
代
の
抽
象
と
異
な
る
こ
の
新
し
い
記
号
的
抽
象
の
考
、
丸
に
、
普
遍
数
学

の
実
践
的
追
求
を
観
察
で
ぎ
る
。
ω
そ
の
数
学
的
対
象
の
存
在
論
に
は
古
典
的
な
実
体
優
位
の
考
え
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
カ
ル
ト

は
大
枠
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
認
識
論
に
基
づ
く
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
数
学
的
対
象
の
身
分
の
謡
講
を
名
目
的
抽
象
に
よ
っ
て
「
認
識

論
的
に
解
体
」
し
、
ま
た
幾
何
学
を
記
号
化
す
る
な
ど
、
そ
の
想
像
と
抽
象
の
考
え
に
は
、
古
典
的
枠
組
み
に
は
な
か
っ
た
近
代
的
数
学
観

の
哲
学
的
基
礎
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

　
デ
カ
ル
ト
以
降
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
普
遍
数
学
を
「
想
像
可
能
な
事
物
の
学
問
」
あ
る
い
は
「
想
像
の
論
理
学
」
と
し
、
そ
の
普
遍
的
記

号
法
に
関
係
の
体
系
を
表
現
す
る
想
像
力
（
形
象
的
思
惟
）
の
は
た
ら
き
を
重
視
す
る
考
え
を
正
統
に
継
承
す
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
は
、
そ
こ
で
は
直
観
に
依
存
し
な
い
「
盲
圏
的
な
」
形
式
的
推
論
の
方
法
と
し
て
「
普
遍
的
計
算
」
を
新
し
く
追
求
す
る
。
さ
ら
に
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
関
係
そ
の
も
の
を
も
記
号
化
し
、
想
像
力
の
対
象
に
す
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
1
抽
象
す
な
わ
ち
「
脱
質
料
化
」
に
よ
り

質
の
量
へ
の
還
元
を
推
進
し
た
オ
レ
ー
ム
、
ガ
リ
レ
オ
そ
し
て
デ
カ
ル
ト
ら
と
は
逆
に
1
関
係
を
「
質
料
化
」
す
る
こ
と
で
、
現
代
の
位

欄
空
間
論
の
原
概
念
を
正
確
に
含
む
「
位
置
解
析
」
（
卜
§
嘗
蔚
⑦
糠
謬
）
の
構
想
に
代
表
さ
れ
る
、
「
質
的
な
」
数
学
を
展
開
す
る
。
現
代

で
は
、
数
学
は
想
像
力
や
直
観
に
よ
り
依
存
し
な
い
形
で
公
理
的
方
法
や
自
動
的
計
算
法
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
デ
カ
ル
ト
の

想
像
力
の
強
調
は
歴
史
的
に
特
異
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
号
的
抽
象
に
よ
っ
て
「
関
係
そ
の
も
の
」
を
捉
え
よ
う
と
い
う
、
現
代
の
抽
象
数

デ
カ
ル
ト
の
『
規
則
論
漏
に
お
け
る
想
像
と
抽
象

七
五



哲
学
研
究
［
　
筆
州
五
菖
八
十
－
六
口
写

七
六

学
で
は
自
然
で
暗
黙
的
な
傾
向
に
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
哲
学
的
反
省
を
見
出
せ
よ
う
。

の
は
た
ら
き
を
重
視
し
た
デ
カ
ル
ト
に
そ
の
正
確
な
起
源
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
傾
向
は
、
抽
象
に
お
け
る
想
像
力

　
　
注
（
1
）
　
通
称
『
規
則
論
㎞
す
な
わ
ち
『
精
神
指
導
の
規
則
㎞
（
落
髪
黛
ミ
鳴
ミ
ミ
鳶
ミ
。
ミ
㌣
㍊
疑
襲
ミ
ご
は
、
一
七
〇
一
隼
出
版
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
に
付

け
ら
れ
た
表
題
で
あ
る
。
他
に
伝
え
ら
れ
る
表
題
の
ほ
と
ん
ど
が
「
真
理
の
探
求
」
を
そ
の
内
に
含
む
。
『
規
則
論
臨
は
未
完
。
そ
の
作
成
年
は
不
明
だ

が
、
～
六
二
八
年
頃
ま
で
執
筆
さ
れ
、
遅
く
と
も
一
六
三
〇
年
ま
で
に
は
放
棄
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
『
規
則
論
騙
か
ら
の
引
用
は
、
次
の
A
T
版
デ
カ
ル

　
ト
全
集
第
X
巻
に
よ
る
。
混
岡
の
恐
れ
が
な
い
か
ぎ
り
、
ペ
ー
ジ
と
行
番
号
で
典
拠
を
示
す
。
規
則
を
R
で
略
し
て
そ
の
番
号
の
み
で
示
す
場
命
も
あ
る
。

他
の
著
作
は
、
巻
号
と
ペ
ー
ジ
数
で
示
す
。

　
　
　
》
↓
”
U
①
の
8
詳
①
ρ
即
（
瞬
。
。
O
？
一
〇
一
。
。
）
讐
§
ミ
蕊
切
片
ミ
愚
§
塗
豊
三
8
》
ユ
鋤
旨
興
↓
p
。
§
o
蔓
｝
＜
ユ
ジ
℃
飴
鳳
ψ

　
　
以
下
の
訳
書
を
参
照
し
た
。
と
り
わ
け
マ
リ
オ
ン
ら
に
よ
る
綿
密
な
訳
解
か
ら
大
い
に
益
を
受
け
た
。

　
　
　
O
①
ω
舞
陰
霧
”
多
（
一
り
謡
）
層
沁
禽
鳶
毎
ミ
ミ
。
・
ミ
◎
ミ
尋
塞
慧
ミ
、
ミ
ミ
蕊
ミ
§
§
、
、
Q
愚
ミ
ミ
ミ
越
免
、
§
惑
Q
§
ミ
唱
甑
篭
蛍
↓
鐘
含
。
賦
§
ω
皿
o
コ
｝
o

　
　
　
　
一
㊦
×
δ
二
Φ
8
『
叡
ω
凶
①
P
鶏
冠
欝
質
0
3
瓜
。
賃
8
g
ε
ヨ
ユ
一
㊦
℃
錠
噛
㍉
炉
嘉
節
甑
。
諮
鋤
く
㊦
o
匹
Φ
ω
溢
。
欝
ω
ヨ
簿
白
濁
聾
二
臼
お
ω
盆
勺
・
O
o
ω
＄
σ
旦
竃
鷲
け
ヨ
霧

　
　
　
　
窯
凹
甘
。
跨
じ
餌
国
鋤
お
．

　
　
　
O
⑦
ω
o
霞
欝
。
。
讐
戸
（
b
。
8
b
。
γ
為
轄
、
鳴
い
零
N
ミ
ミ
ミ
蕊
ミ
§
譜
N
．
恥
魯
ミ
”
↓
悉
含
。
鉱
8
①
ご
“
o
＄
ω
冨
憎
智
8
器
ω
b
ご
門
琶
ω
魯
≦
閂
α
q
”
ぎ
q
o
曾
。
訟
g
猛
桟

　
　
　
　
H
ハ
凹
ヨ
ω
p
3
瓢
ぴ
q
9
茜
－
＜
讐
ゴ
〇
二
欝
鱗
U
O
閃
．

　
　
　
デ
カ
ル
ト
（
一
九
七
四
）
、
隅
精
神
箔
導
の
規
則
㎞
、
野
田
又
炎
訳
、
岩
波
文
事
。

　
　
ま
た
、
次
の
索
引
集
が
、
あ
る
語
句
を
網
羅
的
に
検
謹
す
る
場
合
に
便
利
で
あ
る
。

　
　
　
〉
諺
6
ひ
Q
簿
話
し
㍉
図
■
①
二
≦
貧
圃
。
コ
し
．
－
野
（
一
り
♂
）
”
ミ
職
§
職
8
涛
薦
飛
貯
偽
緊
職
ミ
ミ
ら
職
ミ
～
Q
§
簿
鷺
ミ
帖
§
勘
§
甑
b
塁
ミ
適
Q
肋
冒
肖
＆
N
圃
。
訊
号
嵩
”

　
　
　
　
》
審
瓢
①
P
刃
。
ヨ
鉾

（
2
）
閉
。
ざ
3
㌶
（
お
り
。
。
）
－
《
い
．
匙
鷺
ミ
～
§
ω
巴
§
U
①
ω
。
黒
垂
①
二
①
。
姦
富
彰
圃
く
興
ω
Φ
三
①
の
気
罐
奮
ロ
。
∬
二
曽
α
冨
9
凶
9
ρ
α
巴
、
①
ω
9
翌
冒

　
⑦
職
§
亀
製
ミ
ミ
ミ
）
嘗
ミ
、
ミ
§
蕊
b
Q
象
ミ
“
跨
ミ
ト
職
ぴ
ミ
即
勺
C
「
二
）
．
一
二
○
。
■



（
3
）
　
感
覚
や
想
像
が
そ
れ
自
体
で
誤
る
の
で
は
な
い
（
＜
炉
b
。
。
。
h
1
一
同
×
噌
b
。
卜
。
h
）
。
誤
謬
の
直
接
の
原
因
は
、
精
神
の
う
ち
に
存
す
る
判
断
の
能
力
に
あ
る

　
（
＜
拝
Q
。
N
1
1
H
〆
卜
。
切
）
。

（
4
）
細
ミ
贈
の
§
謹
」
Φ
い
。
一
鋤
く
三
H
①
＃
〉
日
H
鱒
。
。
①
ド

（
5
）
　
『
情
念
論
』
で
は
、
情
念
の
分
析
や
心
身
合
一
問
題
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
想
像
が
注
目
さ
れ
て
い
る
点
で
、
他
の
著
作
と
趣
を
異
に
す
る
。
し
か

　
し
そ
れ
は
真
理
認
識
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
心
理
的
・
生
理
的
観
点
か
ら
で
あ
り
、
『
省
察
』
の
立
場
と
衝
突
し
な
い
（
谷
川
多
佳
子
訳
、
『
情
念
論
』
、

　
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
七
）
。

（
6
）
O
h
ま
9
＜
●
（
お
。
。
①
）
”
《
↓
冨
○
費
8
ω
圃
碧
ぎ
轟
営
山
け
δ
昌
》
－
き
誉
。
・
愚
ミ
§
職
き
§
。
§
§
ミ
薦
§
、
ミ
恥
§
§
画
参
①
。
。
H
よ
癖
・
。
．

（
7
）
b
σ
0
9
δ
琵
’
賢
（
δ
8
）
響
卜
、
§
禽
き
ミ
§
ミ
駐
§
ミ
ミ
§
匙
職
石
塁
巡
§
b
＄
ミ
ミ
爵
岡
①
野
≧
。
碧
㌔
p
。
『
同
ω
い
⑦
．
ぽ
a
ρ
H
目
B
o
8
。
。
も
．
守

　
刈
．（

8
）
　
Ω
■
ω
9
℃
Φ
さ
P
［
（
同
り
。
。
㊤
）
”
《
U
Φ
ω
0
9
。
詳
Φ
ω
鋤
匿
島
昏
①
的
。
＝
℃
ω
Φ
o
臨
H
ヨ
簿
伽
q
ぎ
簿
δ
詳
一
①
H
O
。
－
H
①
G
。
O
y
誉
ミ
§
ミ
ミ
ミ
鴨
§
ミ
曙
ミ
き
帖
ご
的
愚
書
’

　
卜
。
メ
ρ
や
ω
c
。
臼
ω
9
冨
び
P
い
辱
（
一
㊤
Φ
①
）
”
b
8
ミ
ミ
匂
¢
ぎ
寡
黙
ミ
凡
。
§
§
o
§
皆
斧
ミ
ミ
鉾
亀
蕊
織
ミ
鳴
臥
ら
W
軌
ミ
爵
ミ
導
§
ミ
薦
”
じ
ご
Φ
美
①
δ
＜
噸

　
α
善
く
臼
獣
姦
。
騰
O
P
。
ま
。
旨
凶
鋤
勺
お
ω
ω
．
算
壱
”
＼
＼
費
H
〈
b
巳
ぴ
b
お
＼
費
開
　
＼
お
O
ω
O
＼
津
8
曾
り
㊤
壁
＼
も
◆
刈
”
《
↓
冨
〇
二
ひ
q
げ
O
⊆
酔
ぼ
ω
o
鉾
Φ
Φ
融
U
⑦
ω
8
簿
Φ
ω
讐
鍾
3
暮
－

　
亀
節
評
①
楓
δ
同
Φ
ε
凶
ヨ
鋤
α
q
9
簿
一
〇
昌
冒
ヨ
讐
げ
①
∋
簿
凶
。
巴
p
。
旨
匹
℃
ザ
窃
8
巴
夢
雪
駄
昌
ぴ
q
．
》

（
9
）
b
ご
。
旨
δ
⊆
卸
魯
ミ
．
も
．
b
。
恥
簿
や
ω
蒔

（
1
0
）
　
き
ミ
；
や
。
。
伊

（
1
1
）
　
奪
ミ
‘
P
。
。
q
。
’

（
1
2
）
　
実
在
的
な
身
体
部
分
と
し
て
の
想
像
を
指
す
場
合
に
慧
§
霧
封
、
精
神
的
な
働
き
と
し
て
の
想
像
力
を
指
す
場
合
に
§
禽
§
ミ
ざ
が
用
い
ら
れ
る

　
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
厳
密
な
使
い
分
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
野
田
又
夫
訳
注
十
三
、
○
瀦
。
潔
い
（
H
㊤
謬
）
・
ミ
翫
§
象
。
、
論
織
8
－
ミ
蕊
駄
鴇
§
℃
N
・
麟

鍛
¢
＜
旨
ρ
も
■
お
刈
山
お
参
照
。

（
1
3
）
　
麟
。
置
蝉
暮
（
一
8
0
。
）
”
愚
●
竃
篤
．
層
P
9

（
1
4
）
　
本
論
で
は
《
§
ミ
蹄
塞
》
を
慣
例
に
し
た
が
い
讐
直
観
」
と
訳
し
た
が
、
マ
リ
オ
ン
ら
の
仏
訳
で
は
《
凶
纂
9
賦
。
コ
》
で
は
な
く
《
『
①
o
q
p
。
鼠
》
と
訳
す

　
べ
き
と
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
「
直
視
」
と
訳
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
U
Φ
ω
o
二
審
ω
（
H
O
ミ
γ
》
募
Φ
×
Φ
H
を
参
照
せ
よ
。

（
1
5
）
　
こ
の
概
念
の
多
様
な
解
釈
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
力
（
二
〇
〇
三
）
、
『
デ
カ
ル
ト
の
数
学
思
想
睡
、
東
京
大
学
出
版
会
、
第
四
章
第
三
節
「
普
遍
数

デ
カ
ル
ト
の
『
規
則
論
馳
に
お
け
る
想
像
と
抽
象

七
七



哲
学
研
究
　
第
五
百
八
十
六
号

七
八

　
学
」
参
照
。
　
マ
リ
オ
ン
の
鯉
…
釈
は
冨
9
0
二
〇
嵩
（
N
O
O
O
ぎ
い
訂
壕
～
、
o
ミ
。
身
繕
竃
突
給
§
b
塁
q
§
・
鷺
較
い
無
軸
謡
ミ
ら
ミ
、
日
焼
貯
ミ
麟
Q
ミ
鶏
q
O
受
ミ
涜
、
o
融
ミ
蹄
§
§
隷
恥

　
、
8
幻
①
α
q
包
蝉
ρ
傭
詳
】
ゆ
伽
匹
‘
＜
ユ
ジ
勺
鋤
鼠
ρ
姻
目
お
よ
び
U
Φ
o
。
o
餌
菖
Φ
ω
（
一
㊤
ミ
）
－
や
δ
O
山
①
ω
参
照
。

（
1
6
）
　
規
則
H
＜
は
、
H
＜
－
》
と
眠
く
－
じ
σ
の
二
部
分
か
ら
成
り
、
『
規
則
論
評
内
で
の
位
置
づ
け
や
成
立
上
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
（
芝
①
σ
①
び
　
｝
．
－
勺
．

　
（
ド
㊤
袋
γ
《
ω
二
二
9
8
露
8
ω
凶
け
凶
8
鳥
巴
9
・
因
①
ひ
q
¢
ご
H
＜
号
O
Φ
ω
o
輿
8
。
・
》
馬
屋
§
ミ
ミ
ミ
8
愚
ミ
Q
ミ
魯
ミ
穿
ミ
鳴
ミ
§
、
瞬
ミ
謡
偽
ミ
い
H
鰹
も
e
マ

b。

n）

B
本
節
が
提
起
す
る
問
い
は
ヴ
ェ
ベ
ル
が
提
起
し
た
テ
キ
ス
ト
問
題
に
関
わ
る
こ
と
な
く
扱
い
う
る
。

（
1
7
）
　
》
θ
×
る
圃
Q
。
，
堅
ぶ
《
鷺
蕊
鳴
ミ
龍
ミ
Q
ミ
ミ
掴
§
、
鳶
§
鳴
譜
簿
ミ
偽
亀
§
ミ
§
匂
“
湯
婆
ミ
◎
§
秘
ミ
愚
ぎ
触
ミ
ミ
自
誓
、
蓉
ミ
ミ
殺
恥
ミ
ミ
ミ
§
動
ミ
§
隷
鳩
ミ
ミ

　
愚
象
ミ
ミ
§
額
§
嵐
§
ミ
ミ
勘
ミ
ミ
ミ
ミ
Q
㌧
慌
篭
。
譜
乳
》
．

（
1
8
）
　
O
h
》
8
×
－
ω
○
。
b
Q
”
？
○
。
…
U
Φ
ω
o
拶
苫
。
ω
（
お
ミ
γ
5
0
審
○
。
島
①
カ
■
＜
押
℃
・
ミ
○
。
ふ
■

（
1
9
）
　
佐
々
木
、
前
掲
書
、
二
三
三
－
四
頁
、
二
三
八
頁
。

（
2
0
）
　
デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
、
想
像
力
は
そ
の
身
体
的
性
格
か
ら
常
に
受
動
的
で
あ
り
、
生
産
的
（
創
造
的
）
想
像
力
と
い
う
特
徴
を
持
た
な
い
こ
と
が
し

　
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
（
霊
O
げ
餌
ロ
叶
（
お
㊤
Q
◎
）
、
℃
．
α
）
。

（
2
1
）
　
U
Φ
。
ゆ
8
講
。
ω
（
b
。
0
8
γ
コ
9
ρ
P
H
①
黛
■

（
2
2
）
　
野
磁
又
夫
に
よ
る
訳
者
注
解
十
七
参
照
。

（
2
3
）
　
O
h
U
①
ω
o
費
審
ω
（
お
ミ
γ
箒
。
冨
ρ
Ψ
b
。
O
や
“
。
①
α
■

（
2
4
）
　
霊
0
7
餌
簿
（
6
0
。
。
γ
9
δ
．

（
2
5
）
　
奪
ミ
‘
0
7
」
』
○
。
’

（
2
6
）
　
ζ
o
ユ
。
欝
（
N
O
O
O
γ
㈲
。
。
ど
℃
騨
H
。
。
P

（
2
7
）
　
O
暁
■
霊
9
簿
簿
（
お
㊤
o
。
γ
℃
憐
卜
。
O
”
罵
『
⇔
博
0
3
幽

（
2
8
）
　
印
章
の
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
感
覚
（
爵
N
ぱ
ム
一
。
。
噌
b
。
）
、
共
通
感
覚
と
想
像
（
駆
置
”
H
？
b
。
蒔
）
そ
し
て
事
物
を
認
識
す
る
同
一

鷺
§
ミ
討
（
a
㎝
』
ミ
）
の
は
た
ら
き
の
説
明
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
2
9
）
　
O
h
該
舞
凹
。
欝
（
b
。
O
O
O
γ
吻
H
ρ
O
璽
＄
瀞
吻
H
押
9
0
9

（
3
0
）
　
小
林
道
夫
（
　
九
九
六
）
、
『
デ
カ
ル
ト
の
自
然
哲
学
㎞
、
岩
波
書
店
、
第
－
章
参
照
。

（
3
1
）
　
臨
。
。
’
卜
。
O
山
込
。
”
《
ミ
ミ
、
Q
ミ
§
ミ
ミ
ミ
§
§
＆
職
ミ
ら
ミ
ミ
翁
、
ミ
恥
篤
§
ミ
帖
ミ
ミ
㌔
ミ
§
垂
髪
嵩
ミ
ミ
凡
》
．

の
力
す
な
わ
ち
§
・



（
3
2
）
　
デ
カ
ル
ト
は
一
六
三
七
年
の
『
方
法
序
説
聴
お
よ
び
『
幾
何
学
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contradiction　as　‘something　is　mental，　not　mental，　physical，　and　not　physical’．

Nishitani　also　thought　that　there　was　no　logic　holding　at　the　other　stage　of　his

monistic　world，　i．e．，　the　religious　stage．　According　to　him，　the　religious　stage　was

more　fundamental　than　the　artistic　one，　and　made　the　latter　possible．　ln　contrast，

a　neo－Nishitanian　holds　that　the　religious　stage，　too，　has　its　own　logic，　i．e．　NNL，

and　the　stage　is　neither　fundamental　nor　more　superficial　than　the　artistic　stage．

L’IMAGINATION　ET　L’ABSTRACTION　DANS
　　　　　　　　LES　．REGULAE　DE　DESCARTES

　　　　　　　　　　　　　Pa7’

　　　　　　　　Shinji　IKEDA

メ

Etudiant　21Universit6　de　Provence

Master　Recherche　de　Philosophie
　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　Parcours　Epist色mologie

　　Dans　les　Regzclae，　Descartes　a　presente，　d’une　part，　K　1’idee　de　la　mathesis　univer－

salis　〉，　d’autre　part，　K　1’ancrage　dans　1’imagination　〉．　ll　a　pr6sente　son　idEe　de　la

mathesis　ztniversalds　dans　la　Regle　IV－B　comme　〈　une　science　g6n6rale　de　1’ordre　et

de　la　mesure　）　（378，　5－6）．　C¢tte　science，　dans　1’id6al，　ne　d6pend　que　de　1’entende－

ment　pur，　parce　qu’elle　（　n’est　li6e　a　aucune　matiere　speciale　〉　（378，　6－7）　．　Or，　il　a

soutenu　aussi　dans　les　Regz・tlae，　comme　un　leitmotiv，　que　nous　devons　appliquer

proprement　et　efficacement　notre　imagination　pour　d6velopper　la　connaissance

humaine　（cf．　R．　XII，　et　R．　XIV）．　On　nomme　cette　these　c　1’ancrage　dans　1’imagina－

tiOll　〉．

　　On　dit　souvent　que　ces　deux　theses　sont　particulieres　aux　Regzalae，　et　qu’elles　font

explicitement　contraste　avec　les　travaux　posterieurs．　Cependant，　le　probleme　de　la

continuite　de　sa　pens6e　est　dejaN　apparu　dans　les　Regulae．　Si　la　science　g6n6rale　de

l’ordre　et　de　la　mesure　n’est　possible　que　par　une　c　abstraction　universelle　〉　（」．一L．

Marion）　ou　n’est　qu’une　K　ceuvre　de　1’entendement　pur　｝　（P．　Boutroux），　comment

peut－elle　etre　compatible　avec　1’autre　these，　qui　se　propose　de　fixer　notre　pens6e

sur　1’entendement　aid6　de　1’imagination　？　Le　but　principal　de　cet　article　est　donc　de

repondre　a　cette　question，　en　considerant　les　bases　philosophiques　de　ces　deux

theses，　d’abord　dans　la　doctrine　cartesienne　de　1’imagination，　ensuite，　dans　celle　de

1’abstraction．

　　Pour　examiner　cette　question，　nous　allons　dans　un　premier　temps　analyser　la
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doctrine　cart6sienne　de　l’imagination　dans王es　Regttlae．　Lti，　nous　discuterons　les

fondements　philosophiques　de　la　these　de　1’ancrage　dans　1’imagination．　On　dit

souvent　que　cette　these　est　presentEe　du　point　de　vue　m6thodologique，　mais　il　nous

a　semble　qu’elle　6tait　aussi　soutenue　du　point　de　vue　ontologique．　Ce　qui　nous　a

paru　essentiel，　c’est　que　Descartes　permette　que　1’imagination　puisse　forger　la　vraie

idee　de　la　chose　en　disant　K　imaginatio　tamen　vera」・n　rei　ideai・n　fingere　debet　〉　（445，

19），　quoiqu’il　soutienne　que　1’entendement　pur　seul　est　capable　de　percevoir　la

verite　（411，　8－9）．

　　Dans　un　deuxieme　temps，　nous　analyserons　la　doctrine　cart6sienne　de　1’abstrac－

tion．　La，　en　plus　de　suivre　la　distinction　de　）lv（［arion　（1’abstraction　de　la　grandeur　en

g6n6ral　et　1’abstraction　universelle），　nous　distinguerons　d’abord　deux　types

d’abstraction　：　K　1’abstraction　reelle　〉　et　K　1’abstraction　nominale　）．　conformement
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

au　critere　（　imaginable　ou　inimaginable　）．　La　premiere　est　1’abstraction　aid6e　de

I’imagination　et　la　derniere　est　1’abstraction　par　1’entendement　pur　seul．　En　outre，

nous　presenterons　1’idee　de　（　1’abstraction　symbolique　fa，　c’est－a－dire　1’abstraction

par　1’intermEdiare　du　symbole．　Descartes　a　etabli　1’esprit　moderne　de　la　geom6trie

algebrique　par　1’abstraction　symbolique，　qui　est　originale　chez　lui　et　qui　est

distincte　de　1’abstraction　antique．

　　Enfin，　dans　un　troiseme　et　demier　temps，　en　faisant　une　comparaison　avec

Aristote，　nous　considererons　la　position　cartesienne　de　la　philosophie　des　mathe－

matiques．　L’aristotelisme　de　Descartes　est　toujours　en　question　et　il　a　permis　des

interpr6tations　diverses．　ll　est　certain　que　Descartes　utilise　la　terminologie　scolasti－

que　et　qu’il　ne　d6passe　pas　radicalement　le　cadre　6pist6mologique　d’Aristote　dans

les　Re．aidae．　Cependant，　il　y　a　quelques　differences　importantes　entre　lui　et　Aristote

sur　la　comprehension　de　1’imagination　et　celle　de　1’abstraction．　La　nouvelle

ontologie　de　Descartes，　qui　rejette　la　these　aristotelicienne　des　genres　d’6tre，　est

ba蔚e　sur　une　consid6i’ation　philosophique　qui　provien亡des　rξsu王ta亡s　math6mati－

qttes　de　Descartes　en　th60rie　des　proportions　（Kobayashi）．　Mais　il　faut　remarquer

aussi　que　Descartes　traine　encore　1’ontologie　aristot61icienne　dans　son　K　ab－

stractionnisme　）　et　dans　la　conception　de　1’imagination．

　　Selon　notre　observation，　les　aspects　ontologiques，　epistEmologiques　ou　metho－

dologiques　d’une　part，　ou　les　aspects　traditionnels　ou　modernes　d’autre　part，　sont

mutuellement　associes　d’une　manlere　tres　compliquee　dans　les　Re．aulae．　Bien　qu’il

existe　un　grand　d6saccord　au　sein　de　la　conception　cartesienne　de　la　verit6　entre

la　partie　theorique　sur　la　connaissance　et　la　partie　pratique　basee　sur　1’ancrage

dans　1’imagination，　nous　consid6rons　qu’il　est　possible　de　trouver　une　coh6rence

dans　la　position　de　Descartes　grace　ti　notre　analyse　de　la　dectrine　cartesienne　de

1’imagination　et　celle　de　1’abstraction．　Nous　remarquans　que　c’est　dans　sa　concep－

tion　de　la　pensee　figurative　ou　symbolique　que　1’imagination　peut　contribuer　au
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d6veloppement　pratique　de　son　idee　de　mathesis　universalis．

Leibniz　on　internal　and　external　phenomena

　　　　Shohei　EDAMURA

Rice　University　Ph．D．　Program

The　Department　of　Philosophy

　　In　his　letter　to　De　Volder　of　June　30　1704，　Leibniz　notes　that　a　body　or　matter

is　not　a　substance，　but　a　phenomenon　of　a　percipient　being　or　perceiver　（G2　270）．

The　best　commentators　have　been　outspoken　about　this　doctrine．　Thus　Louis　Loeb

reminds　us　that　for　Leibniz　bodies　do　not　exist　outside　of　perceiving　minds．

According　to　Loeb，　June　1704　marks　a　decisive　claim　in　Leibniz’s　theory　of　body，

from　which　we　can　understand　that　Leibniz　is　a　phenomenalist．　Another　interpreta－

tion　is　made　by　Donald　Rutherford，　who　admits　that　the　thesis　in　the　letter　to　De

Volder　may　seem　to　support　a　phenomenalistic　interpretation，　yet　insists　that

“phenomena”　in　that　thesis　can　still　be　taken　as　“well－founded　phenomena，”　or

aggregates　of　substances．　ln　his　interpretation，　understanding　bodies　requires　us　to

look　at　something　external　to　our　own　perception，　since　bodies　are　aggregates　of

substances　which　are　external　to　perceivers．　Thus　Rutherford　claims　that　“the　’

reality’　of　these　phenomenal　aggregates　’is　located　in　the　harmony　of　the　per－

cipients　with　themselves　（at　different　times）　and　with　other　beings，’　i．e．　in　rela－

tions　among　the　perceptual　phenomena　of　the　monads　constituting　the　aggregate．”

Here　Rutherford　understands　phenomenal　aggregates　as　aggregates　of　substances

rather　than　a　mere　appearance　or　perception．

　　However，　in　this　paper　1　will　propose　another　kind　of　interpretation．　First，　1　will

interpret　phenomena　in　that　thesis　as　representationa王contents　which　are　internaI

for　perceivers．　At　that　point　my　position　is　closer　to　Loeb’s．　Secondly，　on　the　other

hand，　1　admit　that　even　after　June　1704　Leibniz　often　emphasizes　that　bodies

actually　are　aggregates　of　simple　substances，　and　these　aggregates　cannot　be

reduced　to　perceptions　of　perceivers．　Both　Loeb　and　Rutherford　seem　to　take　the

terms　“phenomenon”　and　“body”　too　narrowly，　since　Loeb　understands　that

phenomena　must　be　internal　perceptions　while　Rutherford　always　takes　bodies　to

be　aggregates　of　substances．

　In　the　first　section，　1　introduce　the　notion　of　internal　phenomenon，　which　is
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